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令和3年5月ボストコロナ交流人口拡大対策特別委員会資料

交流人口拡大のための取組と今後の展開について
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1 文化観光部の組織及び分掌事務

(1)組織機構図(令和3年4月現在)

文化観光部 58人

(部長;股張一男)

、,(政策監:牧島昌博)

観光政策課

(課長:柴田恭郎)

観光交流推進室
(室長:浦川信一) (係長

((一社)長崎国際観光コンベンション協会派造:1名)(係長

5人

15人

交流拠点施設整備室

(室長:黒田智)

(係長:末次哲朗)

施設活用係 6人

文化財課

(欧長兼課長:演口一成)

(課長補佐:宮下雅史)
(組合専従:1名)

9人

総務企画係 6人

(係長:大西淳哉)

16人

7人

松島健児)
竹下祐一)

4人

田中祐介)

(係長:八尋美月)

文化財係 8人
1 (係長:浦紳也)

世界遺産室

(室長:浪本和彦)

係

(係長

出島復元整備室

(室長:竹中梓)

管理係 4人

長崎学研究所
(所長:.赤瀬浩)

5人

シーボルト記念館 1人
(館長:織田毅)

外海歴史民俗資料館
(館長:課長)

季

5人

3人

係

(係長

4人

栗脇善朗)

係

(係長

4人

山口、賢太郎)

係
(係長

2人
徳永宏)



( 2 ) 分掌事務(儒口3年4月1日現在)

観光政策課 a)部の統括に関すること。

②観光事業の計画及ぴ観光統計の調査・分析に関するこ

と。

③観光交流推進室及び交流拠点施設整備室に係る予算の経

理に関すること。

④観光資源となる施設等(文化財を除く。)の保存及び活用

に関すること。

⑤総合を胱案内所との連絡調整に関すること。

⑥端島見学施ヨ劣軍営審:義会に関すること。

⑦べっ甲工芸館、古写真資料館、.埋蔵資料館、旧居留地私

学歴史資料館、しまの宿五平太、端島見学施設、亀山社

中記念館との連絡調整に関すること。

⑧グラバー園、旧香港上海銀行長崎支店記念館、索道施

設、軍艦島資料館及ぴ池島炭鉱イ本験施設に関すること。

⑨一般財団法人長崎口ープウェイ・フk族館その他の関係の

団体との連絡調整に関すること。

⑩部内事務の連絡調整に関すること。

【利用者数(単位.人)】

"

東山手十二番館

(旧居留地私学歴史資料館

グ

施設名

ノ、

口

べつ甲工芸館

佃長崎税関下り松派出所)

軍艦島資料館

1,220

池島炭鉱体験施設

プウ

園

銀イテ

念館

令和元年度

川施設の維持管理に関すること。

②資料の』又集、保存及び展示に関する二と。

令和2年度

工

769,218

イ

令和2年度

入館者数

(単位:人)

6,573

川施設の維持管理に関すること。

②資料の保存及ぴ展示に関すること。

169,463

239,380

14,494

4,123

3,125

令和元年度

入館者数

(単位: N

54,105

2,976

30,064

381

令和元年度

令和2年度

2

8,フ71

3,071

ラ

上
店

港
支

香
崎

旧
長

海
記
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古写真資料館

'、,

埋蔵資料館

施設の維持管理に関すること。

古写真の保存及び展示に関すること。

しまの宿五平太

入館者数

(単位:人)

令和2年度

施設の維持管理に関すること。

1里1哉文化財の保存及び展示に関すること。

端島見学施設

令和元年度

入館者数

(単位:人)

a)施設の維持管理に関すること。

亀山社中記念館

1,788

宿泊者数

(単位:人)

①施設の維持管理に関すること。

令和元年度

令和2年度

伊王島δmあい広場

古写真資料館に含まれる

入場(上幽者数

(単位:人)

令和元年度

交流拠点施設劃蔵室

965

施設の維持管理に関すること。

資料の"又集、保存及び展示に関すること。

令和2年度

観光交流推進室

1,194

令和元年度

入館者数

(単位:人)

①

令和2年度

施設の維持管理に関すること。

124,船5

利用者数

(単位: N

3

令和元年度

令和2年度

481

交流拠点施設の整備に関すること。

出島メッセ長崎に関すること。

DM0との連携の推進に関すること

M【CEの誘致及び受入に関すること

国内の観光客の誘致・受入に関すること

観光資源となるイベント等の推進に関すること

観光閏係団体との連絡調整に関すること。

49,925

53,050

令和元年度

令和2年度

19,202

m
②

①
②

m
②

川
②

川
②
③
④
⑤



文化賊果 m 文化財仙島和蘭商館跡を除く。)の保存及び活用に関す

ること。

②民俗資料の保存に関すること。

③文化施設の建設及ぴ設置に関すること(文化振興課の所

管に係るものを除く。)。

④文化財調査検討委員会、資料取得委員会及び歴史民俗資

料館運営委員会に関すること。

⑤長崎歴史文化博物館、伊王島灯台記念館及び歴史民俗資

料館に関すること。

⑥長崎学研究所に係る予算の経理及び連絡調整に関するこ

と。

⑦サント・ドミンゴ教会跡資料館、町並み保存センター、

須加五々道美術館、南山手レストハウス、外海歴史民俗

資料館、中の茶屋、ド,口神父記念館、高島石炭資料

館、野口彌太郎記念美術館、心田庵、シーボルト記念館

及び長崎(小島養生所跡資料館との連絡調整に関する

こと。

【入館者数(単位.人)】

,

サント・ドミンゴ教会跡資

料館

f

長崎歴史文化博物館

長崎近代交流史と孫文・
梅屋庄吉ミュージアム

施設名

伊王島灯台記念館

歴史民俗資料館

南山手町並み保存センター

東山手町並み保存センター

m 施設の維持管理に関すること。

②サント・ドミンゴ教会遺構等の資料の収集、保存及び展

示に関すること。

令手口元年度

367,840

令和2年度

6,573

入館者数

(単位:人)

①施設の維持管理及び利用に関すること。

8,272

21,300

125,635

3,125

利用者数

陣位N

令和元年度

3,528

南山手

フ,409

東山手

4,694

令和元年度

令和2年度

6,604

1,6舗

4

11,181

令和2年度

3,813

6,035
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1動口五々道美術館

南山手レストハウス

a}施設の維持管理に関すること。

②須加五々道画伯の美術作品及び資料の保存並びに展示に

関すること。

外海歴史民イ谷資料館

入館者数

(単位: N

1,963

施設の維持管理に関すること。

旧居留地の資料の保存及ぴ展示に関すること。

中の茶屋

令和元年度

利用者数

(単位:人)

a)施設の維持管理に関すること。

②資料の"又集、保存及び展示に関すること。

ド・口神父記念館

し

922

令和元年度

令和2年度

入館者数

(単位. N

a)施設の維持管理に関すること。

②清水嶌画伯の美術作品及び資料の保存並びに展示に関す

ること。

17,2刀

712

高島石炭資料館

令和元年度

令和2年度

入館者数

(単位:人)

令和2年度

施設の維持管理に関すること。

ド・口神父に関する資料の収集、保存及び展示に関する

こと。

15.519

フ,945

野口彌太R隔己念美刷蹴

令和2年度

令和元年度

入館者数

(単位: N

1,125

施設の維持管理に関すること。

資料の"又集、保存及び展示に関すること。

3; 652

15,519

令和2年度

令和元年度

入館者数

(単位:人)

川施設の維持管理に関すること。

②野口彌太郎画伯の美術作品及ぴ資料の保存並びに展示に

関すること。

は)野口彌太郎記念美li随E運営委員会に関すること。

3,価2

18,499

令和元年度

令和2年度

入館者数

(単位:人)

63,745

4,589

令和2年度

令和元年度

5

2,792

m
②

川
②

川
②



心田庵

シーボルト記念館

G)施設の維持管理に関するこ'と。

②美術作品及び資料の保存並びに展示に関すること。

長崎(小島養生所跡資料

館

入館者数

(単位・: N

①施設の維持管理に関すること。

②シーボルトに関する資料の収集、保存及び展示に関する

こと。

令和元年度

世界遺産室

入館者数

(単位:人)

m 施設の維持管理に関すること。

②長崎,(小島)養生所遺構等の資料の収集、保存及び展示

に関すること。

出島復元整備室

フ,566

令和2年度

ナ

令和元年度

入館者数

(単位:人)

匂

※令和2年4月6日開館

963

(1)世界遺産に関すること。

長崎学研究所

9,' 895

川出島和蘭商館跡の復元劃肩に関すること。

②出島に係る資料の収集、保存及び展示に関すること。

B)出島に関すること。

令和2年度

令和元年度

3,271

入場者数

(単位:人)

a.)長崎学に係る調査研究に関すること。

②長崎学の普及及ぴ継承に関すること。

③長崎学に係る関係団体等との連絡調整に関すること。

令和2年度

令和元年度

1,認0

4聡,147

令和2年度

165,191

6



趣旨

長崎市観光戦略(2008-)

国内観光客中心

長崎市観光・MICE戦略 Ver.1.0

長崎市観光振興計画20知(20】6-2020)
より具体的な個別施策

(?0? 1 -2025

交流人口の拡大による経済活性化と市民生活との調和を図るため、行政、事業者、

DMO、市民など多様な関係者がめざすべきビジョンを共有し、そのビジョンを達成

するための基本的な方向性や重点的に進めるべき取組みの指針を示すものです。

長崎市アジア・国際観光戦略(2011-)

インパウンド中心

長崎市耐bE・MICE吸略

統合

位置つけと期間

11、

'

'

ヒ'ション

選ばれる2、胆"紀の交流都市

概要版

三三ι焚耗1

^

■●■■

(期樹延畏)

まちは変ある

束疋

五次総基本擶想計画期岡(9年{司)

五次総前期基本計画期問(年冏)

?0?3 "座

戦略期剛 5年問)

上位計画との整合、トレンドの、化に合わせた見直L、

咲一心一1"~'

j1川客がまた火 うまちι1

観光のみならず、 MICE、スポーツ、文化など多様な目的で訪問客が国内外

から訪れています。

安全安心・快適な環境の中で、長崎市の魅力を満喫しています。

艾Xするまち

DM0を中心とした民間の主体的な参画により、「人」の交流を生み出して

います。

質の高いサービスにより外貨を稼ぎ、雇用創出と所得の向上につながって

います。

築足

'〆

0 ひとが、訪れる価値をつくってぃく

第1章背景と目的

・ t妾

長崎巾の将来像

計画期問(5年岡)

上位計遥との整合、トレンドの変化に合わせた見直し、
PDCAサイクルによる進行菅理

y

?026 セ塵

?0釦度まで

y

y

,力1悦客心li業゛;・巾Nかともに、vin・win

L。、と!辻1、うまちこ

市民が地元の魅力に満足し、自ら長崎市の魅力を発信しています。

観光・MICEの振興によって、市民の生活の質が向上しています。

0

ゾ感染症、災害、国際情勢などの環境の変化に柔軟に対応してぃます。

y
y

H
山

f
/

宅

ー
"

0



長崎市観光振興計画2020の振り返り

長崎市観光・MICE戦略 Ver.1.0

1,243

?0

6,306β00 6'693'800

2016年

1,360

1'314

96.6%

6,600,000

6.723,500

1019%

20,299

19,540

96.3%

30,300

29,036

95.8%

560

54.5

973%

650

68.2

1049%

12.5

1,368

19,713

う 1

1,4()0

1.458

104,1%

6,700,000

フ.07フ'700

105.6%

20,741

20,606

993%

31,200

32'693

10480

57,0

81,6

143.2%

65.5

663

101.2%

13.0

27,503

20,442

※観光満足度については、 2017年から調査項月を修正Lてぃる。

(2015年~⑳16年:4段階評価、 2017年一2018年:7段階評価、 Z)19年

又2014年は観光動向調査を実施Lていない。

1,480

1,496

101.1%

6,750,000

フ,055'400

104.5%

21'449

21,216

989%

32,900

33'448

101.フ%

58.0

90.0

1552%

66.0

63.2

95.8%

13.5

13.2

97.8%

30'749

1,530

1,492

97.5%

6,900,000

6,917,800

1003%

22,014

21.566

98.0%

34,000

24,186

71.1%

59.0

919

1558%

66.5

639

96.1%

】 4,0

13.フ

97.9%

課題

脅威

558

SW0τ分析

1,600

61.フ

フ.100,000

概要版

プラス要因

S打ength

観光・MICE開速

強み

■特徴ある歴史文化を有する観

光施設や文化財などの豊富さ

風立体的・傭瞰的な世界新三大夜

景の魅力

■平和都市としての認知度

■長崎大学の高い研究力、国際機

関との連携(MICE)

闘まちあるき観光のさきがけ

圃ちゃんぽんなど知名度の高い食

■顧客二ーズに対応した資源磨きと魅力あるコンテンッの充実が不可欠
■スポーツや文化・芸術、食を活用した新たな魅力の創出が必要

■環境の変化に応じた安全・安心・快適な滞在環境の整備が必要
■交通アクセスの充実や周遊を楽しめる環境づくりが必要

■戦略的なマーケティングと効果的なプロモーションが必要
■DM0における関係機関や事業者と連携した魅力発信と誘致活動が必要

■DM0における観光まちづくり推進体制の充実が不可欠
■サービスの高付加価値化・上質化と観光事業者の収益力向上が必要

22,535

35,600

5段階評価)

坑

第2章長崎市観光・MICEのいま

60.0

67.0

マイナス要因

yv.ok船舗 弱み

■長崎空港の国際便の少なさ等の

交通の便の悪さ

肇案内板や駐車場、バリアフリ

化などの整備が必要

■戦略的マーケティングが不十分

風ナイトタイムの仕掛けが不十分

風観光産業の労働生産性の低さ

14.5

●Pportunily 機会

画「100年に一度」のまちの変革

廻民間の地方創生の動き加速化

翻コロナを契機とした働き方の多

様化

■SocielY50への社会変革①X)

現

二惑才ヌノす金十

Thre01

画人口減少、少子高齢化

厘全国総観光地化

厘新型コロナウイルス感染症、自

然災害、国際情勢の悪化など

塾本方針C

内
的
環

主

外
的
環

生



目標

指標

旅行消賓額

長崎市観光・MICE戦略 概要版Ver.1.0

MにE消費額

KGI

訪問客の満足度

事業者の満足度

市民の満足度

基準値(2019年)

指標

訪問客数

MにE客数

国際会謹開催件数 UNT0基準)

日本人延べ宿泊者数

外国人延べ宿泊者数

クルーズ客数

日本人旅行消賓単価

外国人旅行消費単価

クルーズ客消費単価

リピーター率(国内)

1,492億円

56億円

C茜足以上)

X本指標は新たに設定するものですが、基準値がなく、新型コロナウ
イルス感染拡大の状況のなかで、数値の捕捉も困難であるため、本
戦略の期問中に改めて設定することとします。

目標値(2025年)

919%

1.604億円

要な視点

194億円

準値(2019年)

6,917,800人

430,000人

引牛

3,07フ,643人

94.0%

●旅行消費額の拡大

「量」より「質」を重視し、いかに満足度を向上させ、お金を落としてもらうか。

y コンテンツ・サービスの上質化

ゾインバウンド・ MにE客富裕層の誘客

y 消費単価滞在日数の増加など

※その他の詳細なKP1は、 DM0が策定する長崎市版DM0事業計画において、別途設定します。
※KGI・KP1の目標値は、ユロナ禍からの回復状況等も踏まえ、適切に見直しを図ります。

目標値(2025年)

第3章長崎市観光・MICモのみらい

323,306人

乃2,538人

フ,300,000人

1,730,000人

15件

20'694円

閑散期対策を主眼に置き、観光需要の平準化を図り、観光産業の安定化と成長を図る。

y 閑散期に誘客が見込めるマーケットの選定

ゾ選定したマーケットと親和性の高い閑散期の魅力づくりなど

54,740円

3,552,000人

339,000人

795,000人

29350円

639%

●連携(広域・産学官)

競合地域との差別化を図りながら、事業効果の高い周辺地域や団体と連携する。

ゾ優位性を活かした連携

y 長崎県内・九州北部世界遺産構成資産関連都市・日本新三大夜景都市など

21970円

58,】】0円

30,250円

669%

●観光需要の平準化

■環境変化への柔軟な対応

外的要因の影響を受けやすい観光産業の体質強化を図る。

ゾ感染症,自然災害・国際情勢等のりスクマネジメント

ゾ Soci色ly5,0への変革
ゾオーバーツーリズムへの対応など



基本方針

墓本方針A

基本施策

A・1

A・2

A・3

長崎市観光・MICE戦略 Ver.1.0

資源磨きと魅力あるコンテンッの創L

長崎独自の歴史・文化、自然・景観を守り、活かす。

ストーリー性・テーマ性に富んだ魅力あるコソテンッへ磨き上げる。

スポーツや文化・勘盾など新しい交流の領域を切り開く。

基本方針B

基本施策

B-1

B・2

B・3

安全安心・快適な滞在環境の整備

安全安心な滞在環境をつくる。

快適な滞在環境をつくる。

交通アクセスを充実させ、周遊しやすい環境をっくる。

概要版

基本方針C

第3章長崎市観光・MICEのみらい

基本施策

C・1

C・2

C・3

戦略的な魅力発信と誘致活動の推進

市場分析等に基づく戦略的な誘客・如CE誘致を展開する。

長ブランドの確立と効果的なプローションを推進する。

DM0を中,Dとしたワソストップの誘客・入ⅡCE誘致を行う。

.

基本施策

D-1

D・2

D・3

観光・MICE関連産業の活性化

DM0を中心とした観光まちづくりの推進体制の充実を図る。

民間事業者の稼ぐ力を向上させる。

まち入ⅡCEプロジェクトを推進する。



推進体制

長崎巾観光まちづく

1 『観光・MにE戦略』策定・検証
■戦略の策定

■戦略の基本方針及び本施策に

長崎市観光・MICE戦略 Ver.1.0

2 地域源(ハード)を活かした魅力づくり
■観光・MICE施設の整備等による魅力向上

■市有の観光施設等の整備・維持管理

■出メッセ長崎の整備・維持管理

■市有文化財等の保存・活用など

りの政策立案と基盤整備ナ

3 ストレスフリーの環整備・支援

■ユニパーサルデザインの促進

園公衆無線LAN 境、総合觀光案内所の設備等の整侑
蚕観光案内板や説明板の設と維持管理

づく'業の実施と検証

.■巨■巨巨■■■■■■■■■■■■■■■■■●■■
岡

■

屑

卵

日本政府
観光局

.

.

4 DM0の形成・確立支援

■庁内関係課(商工部、水産

.

■●●卵■.■.■.......曲

役割分担

量■■■■■■■■■罰■■■●■■■■■■■■■■●■■■■■■■■

長崎市
ゾ観光まちづくりの

政策立案と基盤整備

観光・MICモ全体イメーシ

九州観光 1
推進機構:

DMO (蜆光まちづくりのマーケテ'ング・マネジメント)

^^^^^^^^^^^^^^
(埀務局)長崎港クルズ客船受入委員会 1
^^^^^^^^^^^^^^

.■■●■■■■■■■●■■■■■■■■■■■巨■■■■■■■■睡嚇●■■■■■●■■■■■●■■

概要版

1 データ収集・分析に基づく戦略策定・検証
■訪問客ι、関するデータ収集分析

鳳分析結果の提供・公開

■分析結果ι、基づ『長崎市版DM0事業計画』策定

■長崎観光ブンド立案(、フ・プロモノヨノとの整合)

林部等)との連携

...
.

.

.

.

帥■■■■巨■■■■■■

●■■■■■■■■盾■■■■■■■■■屑■■巨■■巨盾■■■■■■■■■■■首■■..

1長崎県、t l

2 地域源(ソフト)を活かした魅力づくりと消拡大
■魅力あるコンテノソ造成

(食体験型・ユニークペユ長崎さるく・遊学券等
■関係事業者育成及ひ受促進

■^^^^.^^^^^^^^^^

:(事務局)長崎県クルーズ振興協謬会 1
吋^^^^^^^^^^^^^

地元事業者

■■■■■盾■■■■■■■■■盾■■■..■...■.

●■■■■=■■■■■■■■言■■■曇■■■■■■■■

情報共有
役割分担

第3章長崎市観光・MICEのみらい

3 ワンストップ誘致プロモーション・受入

亜訪問客(イぐウンド・国内観光・ MIC日の誘致、情報発信

幽コンソエルジュ機能・受入強化(総合観光案内所等)

DMO

(長崎国際観光コンペンション協会)
y観光まちづくりの

マーケティングマネジメント

4 域内マネジメント

■域内事業者との連携

■●●■■駒■■■■■督埴■■■■埴.

■■■■師●膚■邑■■■■■■■■■■■■,■■嘩■■..■■.

.

●■,

.蛙梱屑昇■佃■■■■■●■■■■■■■.
.
.

■ 長崎県
:●政府系会繊、
:国際会議等の誘致

市民

.. ■■■■■■■■■■■■●■■

.政府系会謡、
国際会議等の誘致

●各部局の業務や関係
団体に閲連Lた大会、
会議等の誘致

長崎市

MICE分野イメ

長崎県

観光連盟

卿興■■■.

^^

白本政府
観光局

長崎大学

●学会等の誘致

「出島メッセ長崎」運営者(SPC)
株式会社ながさきMにE

●「出メッセ長崎」への誘致

^

崎国際観光
コンペンション協会

●市全体への誘致
》調査・分析
ン誘致セールス
》開催支援
ン受入整備情報共有

割分口、

■■■首■■罫■■■■■●■■■■■■

市民
●ボランティア等によるおもてなし

長崎サミット

.,■■■●■■■■■専■■■■■■■■■■..

長崎MtcE誘致
推進協議会
(経済団体等)

●関係団体の大会の誘致
●商談会、展示会の誘致
●企業の会羅等の誘致

■■■■尋巨■■■■■■●,

長崎MICE事業者
ネットワーク

●地元事業者のスキル
アップ

●ワンストップによる
受注

.各種催事への参加

.
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(3)長崎市DM0事業計画
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長崎市DM0の主な取組み

<インバウンド>

2017年度

平成29年度

■

0ワンストップサイト構築事業

.長崎市の公式観光サイト「あっ!とながさき」の操作環境の再構築(運営側でタイムリー操作)
「長崎さるく」「浪漫女がさき旅情報」「夜景コンテソツ」などの一体的デザ卯γと長崎市の観光情報
などのワンストップ提供

外国人訪問客の琳加に対応した対応言語の4力国語(英、韓国、中国(簡体・繁体))から10力国語
(フラソス、スペイソ、オランダ、イタリア、ベトナム、タイ)への拡充

0ICTを活用した情報発信事業
.SNS による韓国、台湾への観光情報発信、ハイ・、アクセスWEBメディア情報発信
・情報発信のための動画コソテンツ制作
.台北共同広告プロモーションCPサイト構築等の実施(外国人訪問客を呼び込むための情報発信強化
施策として、イソバウンド戦略の第1ターゲットである韓国、台湾に向け、韓国人・台湾人プロガー
によるブログや Facebook での情報発信、Facebook や WEB サイトでの広告配信、 VISITNAGASAN

(ながさき旅ネット)等への誘導)

2018年度

平成30年度

,冒

0総合観光ワンストッブサイトを活用した情細発信事業
・2017年度構築のワンストップサイトの更新・充実

0現地、越境ECの亮上の拡大に向けた基本計画策定事業

.越境ECの今後の方向性や着手すべき事項の明確化のための事業者調査の実施
0台湾向け鍾光プロモーシヨン事業

・台湾からの旅行者の宿泊者数の増加に向けた台湾大手旅行者との旅行商品の造成
・ WEBバナー広告を掲載する等のプロモーショソの実施

OW部サイト・SMS等活用支援事業
・ WEBサイトやSNS活用に関する現状分析と課題抽出

2019年度

令和元年度

OSNSによる情報発信事業

・英語版 Facebook アカウソト「visit Na三asaki」の開設
長崎の観光情報記事の投稿の実施及び"いいね広告"等の継続的な展開によるフォロワ一獲得

OANAと連携したメディア及び旅行牡の招聴とプロモーシヨン事業
;長崎の伝統行事「おくんち」期間中における豪州現地メディア担当者4名の招聰

・現地雑誌やWEB等による情報発信

0令和元年度インバウンド誘致用W耶サイト楕築準備事業
.河ソバウンド向けのコンテンッ造成並びにプロモーション

.インバウンド向け予約等受付機能を有した WEB サイト構築に向けた必要機能等の調査並びにサイ
ト設計

OJR博多駅総合案内所における長岫専属訂ンシェルジュによる誘客プロモーシヨン亭業
.九州における外国人訪問客の主なゲートゥエイとなる博多駅の観光案内所における長崎市への誘客
を行うコソシェルジュの配置

.外国人訪問客の訪問意向を聴取と長崎市内のおすすめの観光情報の提案による行動変化の調査

0キャッシュレス受入れ整備実証事業

・キ市ツシュレス環境の整備推進・効果検証

0受入環境水準調査事業

・観光庁水準に応じた観光関連事業者の訪日外国人旅行考の受入環境水準調査

J

゛

■●"」「;!
亀,

2017年度

平成29年度

13

0暴崎市DM0キックオフフォーラム開催事業
.オール長崎での長崎市DM0形成に向けたキックォフフォーラムの開催
.関係者総参加による長崎市DM0のビジョソや展開方針などの議論・共有

0憂崎市DM0セミナー開催(山田敬一郎、藻谷浩介、日本政策投資銀行)事業
・長崎市DM0形成に向けた各種セミナー開催

0商品案内システムPayke構築事業

.商品バーコード読取りにより多言語でスマートフォソに表示させるシステム「P智ke(ペ'ク)」の専
用タブレットの試験導入(8店舗)

2018年度

平成30年度

▲
一

「空



1

.

(受入環境整備の続剖

2018年度

平成30年度
0マーケティング委員会・ラボ・ワーキング開催

「長崎市DMO」のオール長崎の体制づくりに向けた各種調査及びデータ等の分析結果の共有
課題解決を図るためのマーケティング委員会、マーケティング・ラポ、ワーキンググループの開催

02017年度補正経済産業省ηOT活用おもてなし実証事業」
訪日外国人観光客が所有するスマートフォソを活用した属性情報(国籍、年齢、性別等)、位置情報、
滞在時問、決済情報等データの収集・分析

(アプリ開発を行う日本ユニシスを中心に、 NTT 西日本、 NTT アド、長崎大学、加えて熊本DM
C、熊本国際観光コソベンシ,ン詔会、大分の由布まちづくり観光協等とも連挑)

①観光庁「コンベンションピューロー樵能高度化事業」
・ MICE に特化したブラソド開発

・地域のステークホルダーと連携した自都市の地域資源の分析
・国際会議誘致の際のビッドペーパー作成スキル向上

②綿CE誘致強化の取組み

・長崎市、株式会社ながさき MICEとの連携強化
・商談会への参加

・セールス(首都圈、地元)

③MICE鬨催支援について

④剛CE受入態勢の携築の取組み

・ワンストップ型の受入環境の整備
・官民による受入態勢の構築

⑤長崎MICE誘致推進懐峯会、憂崎MICE亭業者ネットワークの取組み

2019年度

令和元年度
0多言語バンフレット作成等事業

・英語、韓国語、簡体字、繁体字の NIAP データを活用した多言語パンフレットの作成(N仏P データ
は長崎市より提供)

・海外の旅行博や展示会等ならびに市内ホテルやランドオペレーター社等への発送.PR
0関係団体と連携レたブロモーション、教育旅行対応事業

・ファムトリツプ等実施にあたっての観光施設減免対応や当日のアテソド対応

(JNTO、九州観光推進機構、県観光連盟との連携およびランドオペレーター事業者等との直接対応
により実施)

0マーケティング委員会・ラポ・ワーキング事業

「長崎市DMO」のオール長崎の体制づくりに向けた各種調査及びデータ等の分析結果の共有
(課題解決を図ろためのマーケティング委員会、マーケテげソグ・ラポ、ワーキンググループは新型
コロナウイルス感染症の影響により延期)

1=

2017年度

平成29年度

0インバウンド向け主要コンテンツ形成事業

・定期観光列車運行企画実証実験、長崎の寺社文化財特別拝観企画実証、中島川力フェプロジェクト
2018実施、キリシタン関連ツァー造成、欧米系クルーズモニター事業等の実施

・訪日外国人訪問客の増加と滞在時間の延長・観光消費額の増加を図るためのイソパウンド向け体験
型旅行商品の造成に向けた実証実験

0「滞在型コンテンツの関発・販売」ワークショップ亭業

・魅力的な滞在型コンテンツの開発・販売を行うためのワークショップ開催

2018年度

平成30年度

0観光インキユベーション事業

・民問事業者の視点による地域事業者へのコンサルティソグ等の実施

◎観光庁r最先端観光コンテンツィンキュベーター事業(ナイトタイムコンテンッ)」
・市内中心部の宿泊事業者・飲食事業者と長崎市伊王島の新たな夜間メイン=ソテソッ「体験型マルチ
メデバア・ナイトゥオーク(アイラソド・ノレミナ)」が連携したナイトタイムの回遊性強化と消費拡
大のための実証事業

2019年度

令和元年度

<MICE>

0錬光庁rグローバルキャンペーンに対応したコンテンツ造成事禁」
欧米豪市場を中心とした候光庁・JNT0 による情報発信 rEnjoymyJapan グローバルキャソペーソ」
に活用できる新たた滞在型コンテンツ等の造成(長崎刺繍、長崎真珠等を活かしたコンテンッ)

2019年度
令和元年度
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事業計画

亙」ではなく「質」の重視

六ノ↓、、

国内

質の高い商品・サービスの提供

による、消費単価の増加を実現

します。

インバウンド

外国人に選ぱれるための「真の

魅力づくり」と発信、受入基盤

を整備します。

今
後
の
観
光
・
M
1
C
E
で
求
め
ら
れ
る
視



2

ロンクスティの受入環境づくり 安心・安全モデルの創出

q反称)DM0ネットワークで{

出島メッセ長崎の開業を契機と

した誘致受入のワソストップ

制づくりを基本に、まち全

への亥果の波及と地域が稼ぐ機

会を創ります。

MICE 修学旅行

長崎市にしかない歴史文化と平

和を基軸に、 SDGS やアクテげ

プラーニングなど新たな学びへ

の対応を強化します。

3



■囲

(取組みの課題)

●ブランディングと連した戦略的プロモーション

多様化する旅行スタイルへの対応と宿泊客の誘引
強化

訪問客の消費単価の向上

閑散期対策による年間を通じた訪問客の誘引

回圃

.

コロナ禍における受

入基盤整備

(主な事業)

1.ブランド戰略と連動したコンテンツの造或,磨上け

マスターブランドの構築とともに、長崎市全体のPR手法の整備と効果的な発信方法を確立ブランド戦略構築事業

新鮮な海の幸などの素材の力を活かした「食」のコンテンツ、歴史文化・眺望などと連携しナ=「ま

ちあるき」コンテンッ、温泉に加え展望風呂などの「湯」のコンテンツ、自然環境を舞台占した「アコンテンツ造成事業

クティビティ」などをテーマとしたコンテンツを事業者と連携して造成

2.ターケットや季節に応じたきめ細かなフロモーシヨン

デジタルプロモーション推纂業 WEBサイトやSNSなどのデジタル媒体を活用し、ターゲットに応じた効果的な広告宣伝活動

3.OTA、決済サイト、旅行代理店、交通事業者、関係機関と連携レたセールスフロモーシヨン

OTAとの連携強化による効果的なブロモーションと、旅行会社(OTA含む)へのセールス、アプ
OTA・旅行会社連携事業

ローチの強化促進。

国内外エアライン、JR、バス、レンタカー等交通事業者やマスメディア等民聞企業との連携した
交週事禦者連携事業

セールス活動。

長崎県観光連盟、九州観光推進機構などの関係団体との連携を強化し、九州及び県レベルで
餌光関係機関連携事業

のプロモーションや商談会等のセールス活動。

長崎市との前後の訪問地となっている長崎県内(ハウステンボス、雲仙、小浜など)や佐県内
地域運捜事業

(武雄、嬉野、鹿など)との連携強化による共同プロモーションや商品造成。

体験型コンテンッの情報発信や決済をワンストップで行えるWEBサイトの整備。体験型決済サイト構築事業

4.ア旅ナカ」の満足度を高める受入体制強化

個別の民間事業者のクチコミ惰報発信を後押しするためのソーシャルメディアの活用支援など、
クチコミ環境整事業

クチコミ照境の整備。

まち歩きゃ体験コンテンッの水先案内人となる有ガイドの育成と派遣システムの構築。有償ガイド育成事業

食の多様化への対応強化として、ヴィーガン、ハラル等に対する事業者の知識向上や、メニユ
フードダイバーシティ推進事業

一開発・情報発信等の支授。

A1を活用したガイドシステムの導入や映像コンテンツの活用など、先進的なデジタルプラットフ

デジタルプラツトフ"ーム推進事業オームの構築。

R4(2022)

,新幹線朋条

新幹線開業に合わせ
た誘客促進

^"^

(主な取組み)

.フラント戦略と連動したコンテンツの造成・廖上げ

●ターゲットや季節に応じたきめ佃かなフロモーシヨン

0 OTA、決済サイト、、族行代理店、交通鄭業老、閉係1,

閏●連携」たセールス

.「旅ナカ」の満足度を高める受入休制強化
^

R6絵02心

・スタジアムシテオ開菜

持続可能な発展

.

^

本格的な回復期とし
てのプロモーション

強化

^

囲'
0

.

.

.
一

ー
( )テス



取組みの課題)

●旅行先としての認知度向上と選ぱれるためのブラ
ンドコミユニケーション

●長崎市の優位性が高い「欧米豪」と大市場であ
るアジア主要国を中心とした誘致強化

●宿泊率の向上と旅ナカ満足度の向上のための着
地型コンテンツの造成と受入基盤強化

(戦ステージ)

インバウンド

コロナ禍における

受入基盤整備

^貞蹴轟m冨
^

GOAI.S

(主な事業)

インバウンド向けコンテンツとして、市中心部既存コンテンツの海外Fr「対応強化(特に平
コンテンツ造成 和系コンテンツの強化)、郊外アウトドアコンテンツなどを事業等と連携し開発。また、宿泊

率を高めるための多様な宿泊スタイルの提案とナイトコンテンッの造成r

2 民門事業者や関係機関と連携したセールス

コロナ禍での新たな誘客の導線の仕組みとして、オンライン観光メニューの開発とコンテンオンライン観光推事業
ツの提供。

JNT0などの関係機関と連し、ターゲット国での認知度向上のための戦略的な動回配信、
デジタルブロモーション事業 ウェブ・TV等広告の展開新たな媒体チャネルなどを活用し、ターゲット国別・ペルソナ別で

のデジタルプロモーションの強化。

JNT0などの関係機関と連携し、OTAや現地簾行会社、交通事業者と連携したセールスプ
セールスプロモーション事業

ロモーションを展開

3.「旅ナカ」の満足度を高める受入体制強化

フードダイバーシティ推進事 食の多様化への対応強化として、ヴィーガン、ハラル等に対する事業者の知識向上や、メ

ユー開発・情報発信等の支援。(再掲)

外国人向けのまち歩きゃ体験コンテンツの水先案内人となる有ガイドの育成と派遺シス有償ガイド成事業(袴)
テムの構築。

デジタルプラットフォーム推進事業 Nを活用したガイドシステムの導入や映像コンテンッの活用など、先進的なデジタルプラッ
(再掲) トフォームの構築。

個別の民間事業者のクチコミ情報発信を後押しするためのソーシャルメディアの活用支援クチコミ環 事業
など、クチコミ環境の整備。

事業者が主体的に取り組むキャッシュレス機器やコミュニケーション機器の導入、多言語化受入環境整償
などの取組みについて、観光庁事業などを活用した実現化支援の実施。

団■

R5 (2023)
^ .

,新長崎駅開発完成

コロナ回復状況を見据えた段階的
プロモーションの開始

J

ザ尋^'.^

(主な取組み)

0 平和資源なと長崎市の強みを活かしたターゲット別

円T向けコンテンツの造成,應上げ

●エアラインや闇係機閉と運携Lカセールスンロ干一

シヨン

0 貼气ナカ」の満足度を高める受入体制発化

J

.

目邑

.

ι1ι',、

本格的な回復期
としての受入促進

持続可能な発展

.

.



識謹囲■■.゛_的図目囲阿

MICI

(取組みの課題)

.経済効果が期待される学会や大会、会議等の戦略的
な誘致

.展示会やイベントなどの聞催促進

.「まち MICE」による主催者・参加者双方の消費拡大・
満足度向上のための受入体制強化

●域内調達率向上に向けた事業者連

●コロナ禍・ニューノーマルでの継続的な市場開拓

スワ・ージ)

R3(2021)

・出島メッセ長崎開業

ワンストップ機能の
基盤構築

(主な事業)

1.ワンストップの基餓構築から確立へ

(主な取組み)

0 オンライン&ハイフりツド開催の体制整備

0 誘致強化に向けた企画提索力の育成と戦略的セールス

の展閑

● M】CE ブランドを軸とした情報発信、つミュニケーシヨ

ン展開

.メディアやフロモーター、金融鍵閏等と連携」た展

示・イベント聞催

0 ビジネス、訪問客の滞在時間と回遊性を高める仕

掛けづくり~まち MICE の展開~

0 事菜者ネットワークの強化

R4(2022)

新幹線開共

ワンストップ機能の
強化

ワンストッブ基盤確立事業

2.誘致強化に向けた企画捉案力の育成と戰略的セールスの展開

企画力憩化事業

国際会議主催者向けプロモーション動画の制作

セールス強化

R5(2023)

・新長崎駅朋発完成

ワンストップ機能の
確立

オンライン&ハイブリッド開催に向けた企画提案や技術サポート。また、開催助成金の制度見

直しと運用化。

放行情報やMIOE向けグルメ報の発信から、コンテンツの予約・決済を一元化した新たなHP

の構築と運営。

3. MICEブランドを軸とレた惰報発信、コミュニケーシヨン展開

開催サポート事業

関係機関と連携した誘致から受入までをワンストップで対応できる体制の整備・確立。

ワンストップサイト構築事業

R6(?唖4)

・スタジアムシティ開業

観光MICE都市として

の実現

長崎市の魅力をストーリーとして表現できる企画提案力の強化とデジタル棄材集などの整備。

デジタル素材整億事業

商談会への参加(1ME、MEETJAPAN)、首都圈セールス、キーハソン招聴(FAMトリップ等)

ブロモーション事業 多様なメディア・媒体を活用し、長崎市のMICEブランドを広く周知するための広報・宣伝活動

MIOE関係者との継続的交流による情報収集を図りっつ、CRM(顛客管理)・SFA(営業支援)、

主催者・訪問客の満足度や消費動向等を一元的に収集・分析できるシステムの構築。

4.ピジネス、訪問客の滞在時問と回遊性を高める仕掛けづくり(モノ・コト・移動手段)~
,1 ゛

主催者や訪問客の満足度を高めるためのユニークベニューや体験コンテンツの拡充と、ワンス

トップで提供できる体制の整備。

情報共有や事業者ネットワークの強化、人材育成、安心・安全・快適の受入基盤整備などを関

係者が一丸となって推進するプラットフォームとして(仮称)DM0ネットワークの機築。

情報プラットフォーム槙築事業

コンテンツ些信事業

観光MICE都市
としての進化

(仮称)DM0ネットワーク構築事業

(再掲)豪MICE部会



(取組みの課題)

●修学旅行先として選ぱれるための付加価値の高い学

習・体験プログラムの開発

●満足度を高めるための受入態勢の強化

●誘致実現のためのセールスプロモーションの強化

(略ステージ)

修学旅行

凱博T貞削'嵐里
虞¥旦^

GOALS

^

新しい修学旅行の
仕組みづくり

(主な事業)
冒

1.平和学習を中心とレた付加価値の高い学習・体験フログラムの開発

修学旅行向けの平和学習、SDG.、世界遺産などの長崎市の強みを活かすプログラム開発と
コンテンツ整備事業

磨上げ

アクティブラーニングプログラムデジタル型、ワークショップ型など学校の二ーズに応えるアクティブラーーングプログラムの造
整備事業 成

2.平和カイドの育成など地域が一体となった受入体制整備

平和ガイド成事業 平和ガイドの担い手づくりやガイドカ向上のための育成活動。

■'蓄越倫目

主な取組み

R4 (2022)

・新幹訟側菜

●平和学習を中心とした付加価価の高い学習・抹験

フロクラムの開発

●平和ガイドの青成なと地域が一休となった受入休

制整備

●魅力的な商晶造成と関係機開と連挑した戰谿的な

誘致活勁

受入体制の強化

R5 2023

・新長崎駅開髭完成

セールスプロモーショ
ンの強化

風二

受入基盤強化事

素材整備

^

受入体制の強化
(第2段階)

モ,

各種の観光関連施設やホテルと連携した商品造成や、人材育成など満足度向上に向けた

取組みの支援

ヨ

営業用ツールとなるモデル商品一覧りストの作成や、修学旅行ナビ本の作成、遊学券の販
売

^

セールスプロモーショ
ンの強化(第2段階)

. .゛

旅行代理店への営業、助成、招鵬や学校への直接営業を実施するとともに、現地アドバイザ

ーなどキーマンの発掘と連携強化。また、長崎県観光連盟、長崎市宿泊施設協議会、九州観

光推進機構と連携Lた誘致活動や、国内観光誘致推進実行委員会主催によるセールス活動

を行うとともに、全国修学旅行協会、日本修学旅行連盟への情報提供を強化。

、'■
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(4)令和2年長崎市観光統計(速報値)

ア令和2年の観光動向

(ア)全国の観光動向

日本人国内旅行消費額

9兆9,738億円

①宿泊旅行

②日帰り旅行

日本人国内延べ旅行者数

2億9,341万人

①宿泊旅行

②日帰り旅行

前年比54.5%減

7兆7,723億円

2兆2,015億円

日本人国内旅行1人あたり旅行単価

前年比9.0%減33,993円

①宿泊旅行 綿,3飾円

②日帰り旅行 16,5諦円

前年比50.0%減

1億6,070万人

1億3,271万人

a 1兆9,574億円減)

前年比54.フ%減

前年比騎.9%減・

日本人の国内旅行消費額は、前年比54.5%減(11兆9,574億円減)の9兆9,738億円であった。

日本人の国内延べ旅行者数は、宿泊旅行が前年比48.4.%減(1億5,092万人減)の1億6,070万

人、.日帰り旅行が前年比51.8%減(1億4,277万人減)の1億3,271.万人で、全体として前年比

50.0%減(2億9,3的万人減)となり、日本人国内旅行の1人1 回当たり旅行単価は前年比

9.0%減(3,362円減)の33,993円となった。

(出典)観光庁「旅行・観光消費動向調査」2020年年間値(確報)

(2億9,369万人減)

前年比48.4%減

前年比51.8%減

'

(9兆3,837億円減)

(2兆5,737億円減)

【参考】

台風発生数等

'

气

(3,362円減)

前年比12.2%減

前年比 4.3%減

(1億5,092万人減)

(1億4,277万人減)

台風発生数

台風上陸数

全国接近数

九州北部接近数

(6,能9円減)

( 745円減)

令和2年

23

令和元年

0

7

(出典)気象庁「2020年(令和2年)の台風について(速報)」

3

29

5

平年値

巧

5

25.6

2.フ

11.4

21

3.2
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訪日外客数

411万5,900人

令和2年に日本を訪れた外国人(訪日外客数)は、前年比釘.1%減(約2,フ76万人減)の411万

5,900人と激減した。これは、 1月下旬以降の新型コロナウィルス感染症の拡大により、 2月

以降順次水際対策が強化されたことよるもので胡る。

なお、 7月以降は国際的な人の往来再開に向けた措置が段階的に進められ、ビジネス目的

の入国が限定的ながら再開されたが、観光目的での入国は現在まで認められていない。
(出典)日本政府観光局UNTO)「2020年年間推計値」

(出典)観光庁「2020年の訪日外国人旅行消費額(試算値)」

前年比87.1%減(約2,フ76万人減)

外国人延べ宿泊者数

1,803万570人泊

外国人延べ宿泊者数は、前年比84.4%減(約8,340万人泊減)の1,8船万570人と、調査を開始

した平成19年以降過去最低となった。

また、国籍(出身地)別外国人延べ宿泊者数は、第1位が中国(約408万人泊、シェア26.3%)、

第2位以下は台湾(約214万人泊、シェア13.8%)、アメリカ(約129万人泊イシェア8.3%)、香

港(約117万人泊、シェアフ.6%)、韓国(約86万人泊、シェア5.5%)と続き、上位5か国・地域で

全体の約61.5%を占める。

※国籍(出身地)別外国人延べ宿泊者数は、従業者数10人以上の施設に対する調査から作成されてお
り、全体で15,50万4,160人泊となっている。

前年比84.4%減(約8,340万人泊減)

訪日外国人旅行消費額

フ,446億円前年比84.5%減(4兆能9億円減)

訪日外国人旅行者1人当たり旅行支出

18万5,413円前年比17.0%増( 26,訟2円増)

訪国外国人の旅行消費額は前年比84.5%減(4億船9億円減)の7,446億円と大幅に減少した

が、 1 人当たりの旅行支出は前年比17.0%増(26,認2円増)の18万5,413円と増加した。

国籍辻也域別の旅行消費額では、中国が最も高く(2,536億円、シェア34,1%)、次いで台湾

(5,励7億円、シェア11.5%)、韓国(4,247億円、シェア8.8%)、香港(1,084億円、シェア

14.6%)、香港(576億円、シェアフ.フ%)の順となっており、上位5か国・地域で全体の能.2%

を占める。

1 人当たり旅行支出は、ベトナムが最も高く(26万3千円)、次いで中国(25万6千円)、オー

仙典)毎光庁「宥泊旅行統計調査(令和2年年間値(速報))」

ストラリア(23万9千円)の順で高い。
※新型コロナウイルス感゜症の影響により
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1-3月期のみ実施し' 4-6月期
旅行消 は」 と異なる 十となっている

フ-9月期 10-12月期が止となったため、 2020年三日外国人の

光庁が例実施している「三臼外国人消費動向三。査は



(イ)長崎市の観光動向

観光客数

256万600人

①宿泊客数

日帰り客数

②個人客数

団体客数

外国人延べ宿泊客数

3万7,840人泊

クルーズ客船入港数、乗客

入港数

乗客・乗務員数

一般団体客数 22万4,500人

学生団体客数(修学旅行生) 12万5,600人

前年比船.0%減

116万人

140万600人

221万500人

35万100人

(435万7,200人減)

前年比' 57.1%減(154万5,200人減)

前年比 66.8%減(281万2,000人減)

前年比 64.3%減(398万700人減)

前年比 51,8%減(37万6,500人減)

前年比50.9%減(23万2,700人減)

前年比53.4%減(14万3,800人減)

国内クルーズ船

前年比88.3%減

・乗務員数

23

10隹

4万5,349人

入港数

国際クルーズ船入港数

(28万5,466人泊減)

,

観光消費額

653億5,367万円

経済波及効果(長崎県内)

※確報版にて算出

観光客1人あたり市内観光消費額

25' 523円平均

37,362円宿泊客

日帰り客 15,718円

乗客・乗務員数

ノ

前年比叫

前年比93

0隻

乗客・乗務員数

5%減

8%減

(173隻減)

(68万7,189人減)

前年比0%

(4隻減)

前年比0%

(3,272人減)

前年比94.1%減

(169隻減)

前年比部,8%減

(68万3,917人減)

0人

令和2年の長崎市の観光客数は前年比63.0%減(435万7,200人減)の256万600人で'過去11番

自に少ない観光客数となり、昭和42年以来の300万人を下回る結果となった。

このうち日帰り客数は前年比66.8%減(281万2,000人減)の140万600人、宿泊客数は前年比

57.1%減,a54万5,200人減)の116万人と前年を下回った。
また、旅行形態別にみると、個人客数が前年比64.3%減(398万700人減)の221万500人、団体

客数が前年比51.8%減(37万6,500人減)の35万100人となった。

外国人延べ宿泊客数につい.ては、前年比訟.3%減(28万5,466人泊減)の3万7,840人泊となり、

前年を大幅に下回っ,た。国・地域別に見ると、'上位3つの国・地域は中国、韓国、香港であり、

4万5,349人

10佳

前年比 56.2%減

前年比

前年比

前年比

18.3%増

17.フ%増

4.6%増

(約838億円減)

(3,鮖7円増)

伍,607円増)

(6怖円増)



.

か

これらの占有率ぱ約41.6%で、前年(約47%)から減少したものの、アジア地域で全体の約67%

を占めている。

令和元年の観光消費額は、前年比約部8億円減(56,2%減)の6認億5,367万円で前年を下回っ

た。(長崎県内への経済波及効果にっいては、確報版において算出)

以上の観光動向に影響を与えた要因を以下のとおり分析した。

【減の要因】

・新型コロナウィルス感染症の世界的流行

令和元年12月に中国湖北省武漢市にて新型コロナウィルス感染症が確認されて以来、中国

を中心に感染が国際的に拡大をみせ、わが国においても令和2年2月より外国からの入国に

対する上陸拒否措置の開始や同年4月上旬から5月下旬までの緊急事態宣言の発出、等に伴

う人流の抑制、また、緊急事態宣言解除後も度重なる同感染症拡大の波による全国的な移動

自粛傾向の影響から、例年に類を見ない観光客数の減少が生じた。

令和2年における長崎市の年間観光客数は、前年比約船.0%減(約435万人減)の約256万

人となっており、特に上記緊急事態宣言下における5月にっいては、本市所有の主要な観光

施設が閉鎖されていた影響もあり、前年比約97.4%減(約60万人)の約1万6,000人となっ

^0

また、全国屈指のクルーズ船寄港地である本市においては、当該感染症拡大に伴うクルー

ズ船運休の影響が顕著であり、国内クルーズ船の入港は皆減するとともに国際クルーズ船の

入港は前年比約船,読減(約朋万人減)となった。

・相次ぐ自然災害の発生

令和2年9月上旬に発生した台風9号および10号の九州北部への接近により、端島の見学

施設等に一部被害が生じたことから、端島(軍艦島)見学施設の上陸を一定期間停止した。

【その他の要因】

.国、県および市の宿泊割引キャンペーンの実施

新型コロナウィルス感染症拡大に伴い、失われた旅行需要の喚起を図るため、感染症拡大

が一定収まった令和2年6月から、長崎県が県民を対象とした「占、るさと再発見の旅~宿泊

施設応援キャンペーン~」や全国を対象とした「ながさき癒し旅"ウェルカムキャンペー

ン"」を実施し、続いて長崎市も独自の施策として、県民を対象とした「お得に泊まって長

崎市観光キャンペーン」を実施し、域内外の需要に対し宿泊助成による地域経済の活性化を

図った。

また、令和2年7月からは国の「GOT0 トラベルキャンペーン」が開始され、当初は期待

していたほどの効果が見られなかったが、同年10月から東京都発着の旅行が対象となり、地

域共通ク.ーポンの発行も始まることで、全国的な観光客の動きが徐々に広がった。

長崎県および長崎市の施策が開始された6月の観光客数は前年比約86.0%減(約6万4千

人)、'「GOT0 トラベルキャンペーン」が開始された7月の観光客数は前年比約72.4%減

(約159万人)、また、長崎市の「第二弾お得に泊まって長崎市観光キャンペーン」の開始

と「GOT0 トラベルキャンペーン」 1乏東京都が追加された10月の観光客数は前年比約51.9%

減(約33万人)、11月の観光客数は前年比約35.フ%減(約紹万人)と前年比最低月の5月か

ら漸次回復傾向となった。

J
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イ 観光統計総括表

観光客数

宿泊客数

令和元年

日帰り客数

6,917,800

個人客数

2,705,200

4,212,600

令和2年

団体客数

2,560,600

【単位:人、億円、%】

6,191,200

1,160,000

'1,400,600

構成比

般

学生

す

726,600

100.0

゛

前年比増減

2,210,500

350,100

457,200

269,400

R

'

45.3

自動車

▲63.0

54.フ

船舶

1,323,300

3,926,200

▲57.1

224,500

125,600

86.3

航空機

▲66.8

観光消費額

13.フ

経済波及効果

'64.3

536,300

1,595,200

113,500

315,600

897,700

8.8

▲51.8

フ70,600

4.9

'50.、9

1,492

21.0

'53.4

2,1 '17

62.3

▲59.5

※確報にて算出

4.4

▲駒.4

飾3

12.3

▲釘.4

▲騎.0

▲聡.2

25
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ウ観光客数・観光消費額の推移

年

平成帽年

観光客数

平成19年

平成20年

5,的9,300

平成21年

5,640,900

前年比増減

平成22年

5,砧9,500

305,800

平成23年

5,郭5,600

▲那,400

平成24年

6,108300

▲ 81,400

5.フ

観光消費額

平成25年

5,944,700

' 1.0

26,100

平成26年

5,952,900

刀,721,719

' 1.4

522,700

【単位:人、千円、%】

平成27年

6,078,000

フフ,422,飾5

'163,600

0.5

平成28年

6,306,800

75,890,4聡

前年比増減

9.4

8,200

平成29年

5,571,511

6,693,800

75,101,引5

' 2.フ

125,100

' 299,664

平成30年

6,723,500

110,認0,935

' 1,531,602

228,800

0.1

令和元年

フ,07フ,700

109,766,697

フ.フ

舗7,000

2.1

▲ 788,838

令和2年

' 0.4

フ,0弱,400

115,446,919、

※

29,700

3.8

35,フ79,320

▲ 2.0

6,917,800

120,320,106

観光消費額は、平成22年から次のとおり基礎数値を見直して算定している。

(旧)平成12年度の一泊宿泊時の平均消費額(新)連泊を考慮した宿泊客全体の平均消費額

▲ 1,114,238

354,200

6.1

' 1.0

2,聡0,600

124,323,000

' 22,300

0.4

5,680,222

136,認4,4胎

▲137,600

47.6

5.3

▲4,357,200

4,873,187

▲ 1.0

131,378,500

▲ 0.3

4,002,894

145,846,150

▲ 2.0

5.2

12,511,458

149,689,454

▲船.0

4.2

▲5,455,958

149,189,702

3.3

14,467,・650

65,3聡,673

10.1

3,843,304

▲ 4.0

' 499,752

11.0

▲部,部6,029

2.6

▲,0.3

26

▲56.2
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図1 観光客数・観光消費額の推移
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エ. 月別観光客数

月

1月

2月

平成30年

3月

4月

418,300

5月

476,000

6月

令和元年

713,700

7月

605,900

8月

397,200

635,600

9月

433,900

467.000

令和2年

10月

卵3,700

561,500

11月

595,500

740,000

12月

329,300

623,200

606,500

308,400

き十

458,400

697,500

構成比

図3月別観光客数の推移

【単位:人、%】

223,300

576,300

672,000

720,500

29,000

千人

800

461,400

ノ

12.9

フ,055,400

604,800

前年比増減

16,400

12.1

700 区一,__*_ーー
ー、、、"、、、、'、- il 、、、、、、、fl、'、ーー、-1 、ー、、ー、、'、5'516^11"・・'・"'「、'ー・・-11 1t ・'・'・・・ー・・

「,1 11 1 1、!.46五舶 1 11 1f ! 1. 4釘、、"」i
でβ97 '1_,__11 11^Ii !;!,';,1 !1 レ,.ニ_1

Ii 32911308 1': 11 11 i1 1 1! 1} 11 3301' 1: 1

687,400

64,300

8.フ

159,300

600

飴9,600

▲17.1

1.1

159,600

467,300

印0

'28.9

6,917,800

0.6

236,800

400

▲67.3

2.5

330,400

▲95.1

300

6.2

430,500

▲97.4

200

6.2

273,300

月別観光客数推移

▲86.0

2,560,600

100

9.2

'72.4

12.9

▲刀.8

16.9

▲60.8

10.フ

1月

▲馴.9

100,0

2月

▲35.フ

▲41.5

3月

▲飴.0

4月5月

じ平成30年

、

6月

.令和元年

7月 8月

■令和2年

9月
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オ宿泊客・日帰り客の推移

年

平成18年

平成19年

平成20年

人数

平成21年

2,533,600

平成22年

宿泊客

2,521,500

平成23年

2,460,100

構成比

平成24年

2,401,700

平成25年

2,557,700

平成26年

前年比増減

44.フ

2,529,300

平成27年

44,3

2,586,800

平成28年

9.6

43.0

2,694,100

▲0.5

平成29年

人数

41.9

2,741,500

▲2.4

平成30年

3,165,700

42.5

2,879,800

'2.4

日帰り客

令和元年

3,119,400

【単位:人、%】

43.5

2,励 5,700

令和2年

3,099,400

構成比

6.5

44.3

2,556,900

▲1.1

八

゛

3,183,900

図4 宿泊客・日帰り客の推移

43.5

2,665,600

55.5

3,弱0,600
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万人
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゛
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喝

力個人客・団体客の推移

年

平成18年

平成円年

人数 1前牝驥

個人客

平成20年

4,889,3001

平成21年

4,839,0001

平成塑年

4,フ79,800

平成23年

4,863,800

人数]前靴鰄

平成24年

5,フ

団体客

5,256,900

'1.0

平成25年

▲1.2

5,182,900

平成26年

810,0001

5,102.100

平成27年

801,9001

1.8

5,巧4,000

平成28年

フ79,700

8.1

'1.4

5,389,400

平成29年

5.3

721,800

5,653,9001

▲1.0

'1.6

人数

平成30年

一般

851,400

533,0001

5,812,6001

▲2.8

令和元年

761,800 ▲10.5

1.0

535,5001

'フ.4

6,124,800

前年比増減

令和2年

850,800

4.6

508,0001

【単位:人、%】

6,202,900

18.0

924,000

4,9

10,9

図5 個人客・団体客の推移

430,500 ▲15.3

6,191,20.0

917,400

2.8

千人

1,400

人数

学生

0,5

1,039,900

558,300

2,210,500

11.フ

'5.1

5.4
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キ交通機関別観光客数の推移

年

平成18年

平成19年

観光客数 N弄ι、増減

平成知年

JR

1,297,500

平成21年

1,260,200

平成22年

1,262,500

平成23年

1,191,600

平成24年

0.2

観光客数前年比増減

1,・260,400

▲2.9

自動車

平成25年

3,530,100

1,201,900

平成26年

0.2

3,566,000

1,207,900

▲5.6

平成27年

3,533,800

1,253,900

平成28年

5,8

3,639,000

1,285,800

'4.6

8.3

平成29年

観光客数前年比増減

4,074,700

1,347,700

船舶

1.0

平成30年

0.5

3,994,900

▲0.9

239,200

1,291,700

令和元年

3.8

3,832,000

219,400

1,266,400

3.0

2.5

令和2年

191,400 1

【単位:人、%】

3,938,700

1,236,000

12.0

4.8

3,979,300

▲2.0

222,100

1,323,300

5.9

▲4.2

観光客数前年比増減

,

図6 交通機関別観光客数の推移
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゛

、

ククルーズ客船入港隻数及び乗客・乗務員数

(ア)国内・国際クルーズ客船入港隻数及び乗客・乗務員数

き十

平成30年

隻数

220 隻

(イ)国内クルーズ客船入港隻数及ぴ乗客・乗務員数

推計

936,046

令和元年

隻数

・十

平成30年

隻数

183 隻

推計

(ウ)国際クルーズ客船入港隻数及び乗客

①乗客数

4隻

732,聡8

推計

【単位:隻、人、%】

隻数

順位

2,748

令和2年

令和元年

隻数

10 隻

推計

国・地域

平成30年

4隻

2

推計

45,349

中国

前年比増減

3

推計

台湾

3,272

【単位:隻、人、%】

隻数

▲93.8

アメリカ

627,789

4

乗務員数

令和2年

国・地域

令和元年

5

11,756

日本

0隻

オーストラリア

推計

中国

10,082

推計

台湾

・十

その他

前年比増減

9,186

460,104

0

臼本

8,646

国・地域

'100.0

アメリカ

18,094

30,075

オーストラリア

令和2年

中国

【単位:人、%】

17,1 16

697,534

推計

日本

その他

14,997

モンゴル

34,331

8,598

構成比

アメリカ

28,674

2聡

ム湾

547,583

98.0

認

その他

0.フ

71

32

0.3

41

0.2

236

35,014

0.1

0.フ

100,0



②乗務員数

平成30年

国・地域推計

235,764升

推計

3 乗客・乗務員数(①+②)

平成30年

推計隻数

216隻 933,298

令和元年

地域推計

181,683

国

図7月別クルーズ客船入港隻数及ぴ乗客・乗務員数

人

50 000

45 000

40 000

35 000

30,000

25,000

20 000

15 000

10,000

5,000

'

国・地域

令和元年

隻数 推計

179隻 729,266

【単位:人、%】

令和2年

'4.9叫

1 1

1,000 /'、

10,335

前年比増減

'94.3

800

隻数

10隻

600

【単位:隻、人、%】

令和2年

推計

45,349

34.766

400

200

9

0

445

前年比増減

▲93.フ

円

乗客數

0

乗務撒

5

乗客数

隻

445

197

0

7

乗務員數

248

数

6

0

8

^隻数

4

0
 
3

計

0
 
9

0
 
6



亀

ケ外国人延べ宿泊者数の推移

年

平成18年

平成円年

平成20年

平成21年

外国人延べ宿泊者数

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年

13,6,606

平成26年

166,750

【単位:人泊、%】

平成27年

167,294

平成28年

前年比増減

163,395

平成29年

164,335

平成30年

1 16,051

令和元年

128,519

22.2

令和2年

178,560

22,1

図8 外国人延べ宿泊者数の推移

212,524

0,3

▲ 2.3

338,282

400,000

310,386

人

0.6

▲29.4

350,000

297,482

3船,019

10.フ

300,000

250,' 000

323,306

38.9

19.0

37,840

59.2

200,000

▲ 8.2

' 4,2

150,000

100,000

50,000

外国人延べ宿泊者数

164 335

2.9

5.6

▲鵠.3

338,282

116 051

0

178 560

H22

128 519

212 認4

310 386

H23 H24

306 019

297 482

323 306

H25 H26 H27 H28

34

H29 H30

37 840

RI R2



コ 国・地域別外国人延べ宿泊者数

順位
国・地域

平成30年

2

韓国

推計

3

中国

98,875

4

国・地域

、、

令和元年

アメリカ

51,228

5

韓国

、
36,814

香港

6

推計

中国

シンガボール

16,494

7

朋,454

香港

国・地域

13,312

8

ドイツ

騎,029

ム湾

中国

8,354

9

タイ

アメリカ

38,667

令和2年

【単位:人泊、%.】

推計

オーストラリア

韓国

10

フ,弱9

37,730

タイ

6,能2

イギリス

香港

11

6,396

オーストラリア

゛

構成比

13,給7

4,917

フィリピン

台湾

12

6,212

イギリス

17.フ

8,697

前年比増減

゛

アメリカ

4,121

フランス

13

4,927

シンガボール

13.0

8,083

'舘.1

インドネシア

3,981

14

カナダ

4,560

マレーシア

10.9

フ,565

'91.6

フィリピン

3,255

オランダ

15

4,437

10.5

フ,307

'89.3

ドイツ

イギリス

マレーシア

2,571

958

フィリピン

フ,17フ

'89.4

オーストラリア

8.6

その他

2,540

905

升

フランス

6,983

▲76.5

2.5

マレーシア

2,418

800

カナダ

4,882

'54.4

2.4

ドイツ

39,322

794

インドネシア

4,623

▲81.5

シンガポール

2.1

306,019

739

その他

3,136

▲89.4

2門

タイ

635

2,101

▲90.2

2.0

ベトナム

聡4

鶚,船5

▲89.フ

1.フ

フランス

騎7

323,306

▲90.9

1.5

その他

530

'92.0

1.5

456

▲93.6

1.4

フ,926

▲34.4

35

1,2

37,840

20.9

'90,1

100.0

'86.3

▲朋.3

台
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サ M I CE統計

(ア)長崎県内以上の大会

年

平成18年

平成円年

平成20年

件数

平成21年

会議の開催件数及び参加人員■

平成22年

文イヒ・学術コン
ベンション等;

982

平成23年

993

平成叫年

986

平成25年

1,034

スボーツコン

ベンシヨン

平成26年

1,047

平成27年

1,022

平成28年

1,049

平成29年

1,071

参加人員

平成30年

1,019

令和元年

1,480

336,154

745

令和2年

1,466

文化・学術コン
ベンション等1

317,632

768

1,505

【単位:件、人】

343,157

797

1,5部

,

図10

3鉛,368

1,246

304

1,619

362,067

1,217

長崎県内以上の大会・会議の開催件数及び参加人員の推移

スボーツコン

ベンシヨン

303

^^■'.^.■.^^、^^^電司^^.^^^、^^^^、゛^制^^、^,^^^^^』^^.^^^^'^^^.^^

336,968

1,214

゛

278

人

550,000
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250,000
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2船
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339,400
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201,訟9
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3
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卑

(イ)規模別の開催件数

①文化・学術コンベンション等

規模

100人未満

100人以上~

300人未満

令和
元年

300人以上~

500人未満

500人以上~

1,000人未満

令和
2年

684

件数

1,000人以上~

2,000人未満

458

118

構成比

101

2,000人以上

55.2

刀

前年比増減

諦

36.0

13

'82.フ

斗

令和
元年

21

②スポーツコンベンション

▲船.2

6.1

2

10

36,405

【単位:件、人、%】

参加人員

1,313

'釘.1

0.9

令和
2年

2

規模

68,部5

100人未満

'94.9

0.9

2

6,333

100人以上~

300人未満

34.釣2

214

構成比

0,9

▲90.5

10,921

令和
元年

300人以上~

500人未満

100.0

24,聡9

17.1

前丘比増減

'80.0

4,670

500人以上~

1,000人未満

令和
2年

26,816

件数

29.6

43

'船.フ

▲82.6

1,400

1,000人以上~

2'000人未満

112

叫,640

12.6

'84.1

構成比

2弱,127

6

2,600

2,000人以上

49

▲86.6

3.8

26

11,032

9.4

前年比増減

59

36,956 1

▲94.3

フ.0

40,6

12

'86.0

令和
元年

29.9

32

'90.3

18.8

▲76.8

10

100.0

11

▲82,9

2,306

参加人員

【単位:件、人、%】

15,6

▲75.5

令和
2年

7

306

19,4飾

'舗.6

10.9

▲認.1

3

17,393

426

構成比

叫

4.フ

▲78.1
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(ウ)

①

大会規模別の開催件数

文化・学術コンベンション等
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(エ)月別の開催件数及び参加人員
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2 交流人口拡大のための取り組みと今後の展開
(1)令和3年度文化観光部の当初予算の主な内容

令和3年度当初予算の主な内容

即点的
施朱1 資源磨きと魅力あるコン丁ンツの創造

予真区分

事業名;【補助1文化財保存整備事業費国指定重要文化財旧長崎英国領事館
事業費:R3 429.100千円

(通常分:400,000千円拡大分:29,100千円)

事業概要.国指定重要文化財旧長崎英国領事館の保存及び防災・活用に係る整備を行う
総事業費:3,911,000千円(継続費設定分)
事業期間:"27~R7

保存修理工事(継績費設定分)
H27 150,000千円

H28 500,000千円

H29 400,000千円

H30 450.000千円
R1 如0,000千円

防災・活用に係る整備(拡大分)R2 如0ρ00千円

R3 400.000千円 R3 29,100千円
R4 300.000千円
R5 300,000千円

R6 300.000千円

R7 311.000千円

R3事業内容:本館の小屋内鉄骨・2階合板補強、本館・附属屋・職員住宅煉瓦棟の各種補修復旧工事
如0,000千円

防災・活用事業に係る実施設計 29'100千円

拡大内容:R元年度からR2年度に策定した保存活用計画に基づき、防災・消防・便益施設の整備を行う。

財源:保存整備事業国庫:補助車50叱、合併特例債:9596
防災事業国庫.補助率50貼、県費;補助率20%、一般補助施設整備等那菜債.90%
活用事業国庫.補助率55%、一般補助施設整備等事案債●0%

事業名及ぴ内容

246 千円

事業名:【補助1文化財保存整備亊業費国指定里要文化財旧グラバー住宅
牢業費:R3 211β00千円

事業概要:国指定歪要文化財旧グラバー住宅の保存修理工事を行う
総亊業費:471,600千円
事業期間:H30~R3(継続費)
継続豊年割額:H30 43,300千円

R1 197,000千円

R2 20,000千円
R3 211.300千円

R3事業内容;建物保存修理工事 195.920千円
設計管理委託 12.5幻千円

その他(委員会開催経費等)2,793千円

公開予定日:令和3年Ⅱ月

財源:国庫:補助率50%、県費・補助率20%、合併特例債:95%

文化観光部

R3予算額

事業名:心田庵整備検討費
事粲費:R3 246千円(新規)

事業概要:市指定史跡心田庵について、劣化が著しい建物や庭園等の整備や活用方針等を定めるため、
有識者から意見を聴取L、保存活用計画を策定する

R3事業内容.保存活用計画を策定するため、心田庵保存・整備委員会(委員数:4人、開催予定回数.
4回)の開催及ぴ現地調査を行う

新規

429.100 千円

211,300 千円



予算区分

事業名:【補助】世界遺産保存整備事業費「明治日本の産業革命遺産」
事業費:R3 60ρ00千円(新規)

事業概要:端島炭坑跡護岸について、老朽化や台風等の影響による機能低下が著しい状態であるため、
補強整備により機能の向上を図り、護岸の倒壊を防止することで遺跡の保護を図る。

R3事業内容:端島炭坑跡護岸改良基本設計 13,000千円

22.000千円端島炭坑跡海側護岸海中空洞部充填工法検討
25.000千円端島炭坑跡護岸現況測量等

財源:国庫支出金ν3、過疎対策事業債 100%

新規

事業名:ア昌メツーリズム推進費
事業費:R3 15,4舶千円(新規)

事業概要:長崎港開港450周年記念連携事案として、長崎市出身の漫画家(渡辺航氏)の人気漫画
「弱虫ぺダル」とコラボし、長崎市の新たな魅力的なコンテンツの造成を図り、
アニメツーリズムを推進することで観光客の誘客を促進する。

事業内容:弱虫ぺダル原画展 6,085千円
開催期間:約2か月間(令和3年度夏以降)

デザインマンホールを活用した周遊コースの設定及びスタンプラリーの実施 7,293千円
デザインマンホール製作箇所:21か所
周遊設定司ース:6コース
スタンプラリー開催期間:約6か月

記念ライド事業 1,916千円
開催時期:令和3年度秋頃
開催場所:周遊コースの一部

講演会 175千円
開催時期:令和3年度秋頃

財源:地方創生推進交付金50%

事樂名及び内容

新規

43

文化観光部

゛

'

R3予算額

,

60,000 千円

、

15,469 千円



虫点的
施末2 安全女心・快適な滞在環境の整備

予拝区分 事業名及び内容

事業名:【単独】観光施設整備奉菜費野母漁港浮桟橋
事禦費:R3 53,000干円

亊業概要:令和2年7月に経年劣化等により浸水・水没Lた野母漁港浮桟橋は、
軍艦島観光に係る船舶の発着場所として、また、地元漁業者が運航する軍艦島周遊クルーズの
発着場所として利用されており、今後も地域の振興のために必要不可欠な施設であるため、
再設価を行う。

総事業費:57,683千円
事業期問:R2~R3
R2 水没した野母漁港浮桟橋の撤去及び実施設計
R3 野母漁港浮桟橋再設置工事

R3事業内客:野母漁港底質調査業務委託 1,127千円
野母漁港浮桟橋設赴工事 51,889干円

財源.過疎対策事業債100%

事業名:外国人観光客受入環境整備費
全体事業費.R3 10075千円拡大分:2,075千円)

事業概要.長崎駅周辺1一おいて、令和3年度の出島メッセ開業、令和4年度の新幹線暫定開業が
予定されており、交流人口の拡大が見込まれるため、公衆無線LAN瓊境の整備を行う。

拡大内容.交流人口の拡大が見込まれる長崎駅周辺において、公衆無線LAN環境の整備を行う
・アクセスボイントの設置 2,075千円

長崎駅西口広場 971千円

西側歩行者専用道路 1,1叫千円

事業名.観光資源魅力推進費
亭業費浪3 3β66千円

事業概要.市内を訪れる観光客に対して説明板の設置による受入環境を充実させ、回遊性や利便性を
高める。また、既に設置されている観光案内板の維持管理を行う

拡大内容.令和3年11月予定の出島メッセ長崎の開業に合わせ、経年劣化してぃるさるく看板の整備を行う
・さるく看板の修繕(10か所)1.5船千円
・さるく看板の修繕に伴う翻訳a0か所)120千円

財源・地方創生推進交付金50妬

新規

拡大

拡大

文化観光部

重点的
施策3

R3予算査定額

戦略曲な魅力発信と誘致活動の推進

予算区分

事業名:世界・日本新三大夜景推進費
事業費.R3 18237千円

事業概要:長崎夜景プランドの認知度向上を図り、インバウンドや宿泊につながる観光客の誘致及ぴ
観光消費額を増加させることを目的として、長崎夜景の魅力を国内外に発信するもの。

拡大内容:令和3年11月に(一社)夜景観光コンベンション・ビューローが開催する世界夜景サミットに
係る経費を負担する。
総亭業費.13.122千円
R3負担金:9,096千円
負担割合:ν3
開催時期:令和3年11月
開催場所:出島メッセ長崎
実施主体:(一社)夜景観光コンベンション・ビューロー

平戒24年に作成Lた「長崎ノ夜景」デジタルハンフレットを更新する
・r長崎ノ夜景」HP更新等委託料 7.150千円

財源:地方創生推進交付金50%

53,000 干円

拡大

事業名及び内容

2,075 千円

3β66 千円

R3予算額

18237 千円



予算億分

事業名:交通事業者連携事業豊
事業費:R3 10,075千円(拡大)

事業概要:各交通事業者が長崎への送客を増やすことは、長崎市に観光客を増やすことに繋がるため、
従来の工ージェント(旅行代理店等)との連携のみでなく交通事業者と直接連携を図りながら、
情報発信をはじめとした露出そのものを高めることで、観光都市長崎の知名度をさらに高め、
観光客の誘客を図るもの。

拡大内容!佐賀・長崎デスティネーションキャンペーンに係る経費を負担する
・R3佐賀・長崎デスティネーションキャンペーン負担金 8,624千円
事業期問:R3~R4

R3.10~12 プレキャンペーン
R4.10~12 デスティネーションキャンベーン

総事業費;200,000千円(2か年、長崎県50%、佐賀県50怖)
長崎県負担金:50,000千円(2か年)
長崎市町負担金:40.000干円(R320,007千円、R419,993千円)

うち、長崎市負担金 17247千円(R38,624千円、 R48,623千円)
民間協費金:10.伽0千円(2か年)

拡大

事業名及ぴ内容

血点的
施来4 観北・MICE関連産業の活陛化

予算区分

牢業名:【補助】交流拠点施設整備事業費交流拠点施設
事業費:R3 4,196β00千円

亊業概要:交流人口の拡大による地域経済の活性化を園るため、新長崎駅西側の用地において、
国内外から多くの来訪者を呼ぴ込むとともに市民交流を促進する「出島メッセ長崎」と、
都市ブランドの向上を図るホテル、地域の賑わいと活力を生み出す民間収益施設からなる
交流拠点施設を整備するもの。

総事業費.14.700.000千円
車樂期間:H30~R3
H30 基本設計 236,000千円

R1 実施設計・工事 2263,000干円
R2 工事 8,010.000千円
R3 工事 4,191.000千円

R3事業内容ι(仮称)長崎市交流拠点施設整備・遅営事業 4.191,000千円
法務支援業務委託 1,871千円
周知啓発事業 2,484千円
事務費等 1,545千円

財源:社会資本整備総合交付金 40%
地方創生推進交付金 50鮖
公共事業等憤 90"
一般単独事業債(中心市街地再活性化等特別対策事業 75貼

文化観光部

R3〒算額

事業名及ぴ内容

10,075 千円

事業名.観光地域づくり推進費
事業費:R3 165,817千円

事業概要.DM0が実施する観光地域づくりに係る取組みについて支援する。
観光まちづくりの舵取り役としての役割を果たす観光地域づくり法人ΦMO)にお
いて、多様な関係者と連携しながら、地域資源を活かした魅力づくりを行うとともに、
観光客やMIOEの誘致・受入を推進し、地域経済の活性化につなげるもの。

拡大内容.これまで市(観光推進課)が実施してきた国内誘致プロモーション事業をDM0に移行する。
・誘客プロモーション業務委託(今回移行分) 24,4刀千円
FFGが主催する出メッセ長崎こけら落としイベントと連携し、地域全体を巻き込む仕掛け
づくりを行い、まち全体の機運醸成を図る 2,750千円

財預:地方創生推進交付金 50%

拡大

R3予算額

4,196,900 千円

165,817 千円



(2)資源磨きと魅力あるコンテンツの創造【基本方針A】

A-1

長崎市の強みである、2つの世界遺産や国指定史跡・出島などの長崎を代表する歴史遺産や
独特の斜面地が倉1り出す世界新三大夜景・日本新三大夜景、風光明媚な野母崎や外海エリアの
自然など、長崎の貴重な歴史・文化、自然・景観を守り、活かす。
また、まちなかにおいても、まちぶらプロジェクトの推進により、歴史・文化などを活かし

た魅力の向上と賑わいの創出を図る

(1)世界遺産の保存・活用

【観光・ M I CE戦略の方針】
印月j台日本の産業革命遺産製鉄・製鋼、造船、石炭産業」及び「長崎と天草地方

の潜伏キリシタン関連遺産」の2つの世界遺産は、整備活用計画などに基づいて保存.
活用を図る。

長独自の歴史・文化、自然・景観を守り、活かす。

【これまでの主な取組み】
世界遺産を守り後世に引き継ぐため、構成資産である「旧グラバー住宅」、「高島炭

坑」等の修復・整備工事を行っている。
また、世界遺産価値や構成資産の歴史を伝えるガイダンス施設となるΠ日三菱第2

ドツクハウス」、「三菱史料館」、「外海歴史民俗資料館」等の整備及び便益施設となる
「来訪者用駐車場」等の整備とともに、ガイドマップの制作やガイド研修会を開催し、

来訪者受入れ体制を整えた

世界遺産名称

明治日本の産業革命
遺産製鉄・製鋼、造
船、石炭産業

エリア

8県Π市

長崎と天草地方の潜
伏キリシタン関連遺産

世界遺産登録年
平成27年

2県6市
2町

構成資産
旧グラバー住宅
小菅修船場跡
三菱長崎造船所第三船渠
三菱長崎造船所ジャイアント・カン升
バーウレーン

三菱長崎造船所旧木型場
三菱長崎造船所占勝閣
局島炭坑;
端島炭坑

外海の出津集落
外海の大野集落
大浦天主堂

旧グラバー住宅修復工事

平成30年

旧三菱第2ドックハウス 上大野町駐車場



【これからの主な取組み】、
ガイダンス施設のりニューアルや各構成資産の説明板・案内誘導板等を設置しガイ

ド機能を充実するこ,とにより2つの世界遺産への誘客を図る。
また;離島であるため台風等の被害を受けやすく構造物の劣化が進行している「端

島炭坑」にっいて、平成30年度から30年間を計画期間とする整備活用基本計画に基
づき護岸遺構を優先し,て整備工事を実施する。

(2)歴史文化基本構想等に基づく歴史・文化の保存・活用

【観光・ M I CE戦略の方針】
歴史文化基本構想等を踏まえ、歴史的風致維持向上計画等に沿って、民間と連携し

た市有洋館などの歴史的建造物等の保存・維持管理及び活用を図る。
また、周辺環境整備や修景整備等を行い、地域全体の回遊性を高め、賑わいを創出

する。

【これまでの主な取組み】
重要文化財建造物の保存整備のため、旧長崎英国領事館の保存修理、耐震補強工事

を平咸27年度から令和7年度の工期で実施している。また、旧グラバー住宅の保存
修理、耐震補強工事については、平成30年度から令和3年度の工期で実施している。

【これからの主な取組み】
旧オルト住宅の保存修理、耐震補強工事を令和4年度から令和7年度の工期で、旧

リンガー住宅の保存修理、耐震補強工事を令和8年度から令和11年度の工期で実施
予定である。
伝統的建造物のマリア園にっいては、令和3年度から令和5年度にかけて保存修理、

耐震補強工事を実施し、竣工後、令和5年12月にホテルとして開業予定としている
ため、引き続き支援を行う。また、市指定史跡の心田庵にっいては、令和3年度に有
識者から意見を聴取し、保存活用計画を策定する予定であり、令和5年度から令和6
年度にかけて、保存活用計画に基づいた史跡内の整備を行う予定である。

※参照P毅~P91(各施設の工事事業概要)

゛

(3)国指定史跡「出島和蘭商館跡」保存活用計画に基づく出島の魅力向上

【観光,・ M I C E戦略の方針】
国指定史跡「出島和蘭商館跡」保存活用計画に基づき史跡の拡大を図る。
さらに、ソフト面もさらなる魅力の向上を図る。

【これまでの主な取組み】
平成8年度から第1期復元整備事業に着手し、平成28年度に第Ⅲ期復元整備事業

までを終えて、16棟の復元建造物が完成している。
さらに、'平成29年度には出島表門橋が完成し、水面を渡り出島へ入場できるよう

になっナニ。
また、出島の完全復元に向けて史跡の拡大が必要とされる区域を設定し、先行して

出島南側の2か所の土地にういては、所有者の同意のもと国指定史跡として指定を行
つた。
令和2年4月1日からは、指定管理者制度を導入し、民間の能力とノウハウを活用

した施設の管理運営を行っている。
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【これからの主な取組み】

引き続き史跡の拡大を推し進めるため、出島護岸周辺の史跡調査を実施し、最終的
には、長期計画に掲げている四方を海に囲まれる形を目指す。,

また、ソフト面では、ポストコ.ロナを見据えながら指定管理者と連携し、出島の魅
力を高めるためのイベントや展示等を実施するとともに、出島の価値と魅力を発信す
る。

(4)世界・日本新三大夜景である夜間景観の整備と魅力向上

【観光・ M I CE戦略の方針】
世界一の夜景都市を目指し、.世界新忌大夜景・日本新三大夜景の魅力を進化させる

ため、環長崎港夜間景観向上基本計画に基づき、「中・近景の夜間景観づくり」として
観光施設のライトアップなどの整備を行い、夜景の魅力向上及ぴ観賞メニューの充実
を図る。

【これまでの主な取組み】
「遠景の夜景みがき」として、令和元年度に視点場である稲佐山から望む夜景の中

に新たな見どころを加えるため、風頭方面に長崎にちなんだ星座7種と西坂方面にハ
ートの演出照明を整備し、令和2年度に鍋冠山に向けた演出照明を水の浦方面に整備
した。

また、「中・近景の夜間景観づくり」として、観光施設をはじめとする公共施設や民
間施設のライトアップ(46施設)、東山手・南山手エリアをはじめとする回遊路の街路
灯などa2路線)を整備Lた。

さらに、「夜景視点場整備」として、平成28年度に鍋冠山公園展望台をりニューア
ルし、令和元年度には、稲佐山中腹駐車場と山頂を結ぶスロープカーを整備した。

【これからの主な取組み】
「中・近景の夜間景観づくり」として、中島j11・寺町エリア、館内゛斤1也エリア、

東山手・南山手エリアなどにおいて、観光施設等をライトアップする照明や回遊路の
街路灯等の整備を計画的に進める。
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A-2

長崎開港以来の歴史、伝統文化等が有する多彩なストーリー性や長年にわたる世界との交流
の歴史の中から生まれた「和華蘭文化」等の長崎固有のテーマ性を活かし、何度でも訪れたく
なる魅力的なコンテンッを創造する。また、自然や食などのテーマ性を持たせた体験型コンテ
ンツの充実や滞在型の新しい旅のスタイルを創造していく。

ストーリー性・テーマ性にんだ魅力あるコンテンツへき上げる。

(1)長崎学研究等を活用した新たな魅力の顕在化

【観光・ M I CE戦略の方針】
DM0において、長崎学研究や長崎固有の歴史文化とテーマ性を活かしたコンテン

ツの磨き上げや造成により、新たな魅力の顕在化を図り、魅力発信する。

【これからの主な取組み】
DM0を中心に、歴史文化を堪能できる魅力あるコンテン

ツの造成や、 M ICE参加者向けのユニークベニュー※とし
ての活用検討等により、訪問客が長崎ならではの体験をする
ことで満足度が向上し、りヒーター獲得につながる。

※ユニークベニユー

歴史的建造物、文化施設等において、会議・レセプションを開催することで特別感や地域特性を演出

できる会場のこと。

(2)滞在型の新しい旅のスタイルの創造

【観光・ M I CE戦略の方針】
DM0と民間事業者が連携し、市内周遊の仕組みづくりの促進や夜間・早朝の魅力

づくり等により、滞在時間と観光消費の拡大を図る。
また、ナイトクルーズや夜間のフォトスポット等のナイトタイムコンテンツの充実

を図るとともに、長崎の食材を使った朝食プランの造成など、新たな魅力づくりを促
進する。

これまでの主な取組み】
市内の宿泊事業者、飲食事業者、体験事業者と連携し、

長崎の食材を使用した特別な朝食と、朝の体験型コンテン
ツを提供し、長崎市への訪問客に「新しい価値」を感じて
もらうための取り組みとして「出島ワーフde朝活」プロジ
エクトを立ち上げ、宿泊促進と消費拡大を図るとともに、
訪日外国人の二ーズに合わせた「泊食分離」を推進する取
組みを実施した。

モニターツアーの実施や販売を通して抽出した課題や二
ーズを関係事業者に共有し、令和3年度以降の参画事業者
の拡大と消費拡大を図る。

・参画事業者.宿泊事業者(3者)
飲食事業者(2者)
体験事業者(1者)

・利用実績:延べ利用者263 名 a,816,800円)

@

リニューアルした朝食



【これからの主な取組み】
ポストコロナを見据え、県内外からの訪問客に「コト消費」

と「トキ消費」を促すために、「朝たび長崎2021 プロジェク
ト」を始動した。

参画事業者が増えることで、利用可能日やコンテンッの拡
充など、訪問客の利便性と満足度の向上が図られる。

,参画事業者:宿泊事業者(11者)
飲食事業者(3者)
体験事業者(5者)

(3)自然環境を活かした体験型コンテンッの充実

【観光・ M I CE戦略の方針】
DM0と民問事業者が連携し、野母崎や外海、琴海、茂木等の豊かな自然環境を活

かしたアウトドアの体験型コンテンツの充実を図る。

【これまでの主な取組み】
DM0において、民間の体験事業者と連携し、既存のアウトドア体験コンテンッの

紹介動画を制作した。

【これからの主な取組み】
DM0において、体験事業者と連携し、アウトドア体験コンテンッの磨き上げと拡

充を図る

、、、、蔀け、、、、゛' 、.,

(4)食を活かした魅力づくり

【観光・ M I CE戦略の方針】
DM0と民間事業者が連携し、食と体験を組み合わせたコンテンッ造成により、消

費にっながる取組みを推進するとともに、効果的な情報発信に取組む。
また、日本遺産のさらなる認知度向上を図るため、令和4年度まで交付される国の

補助金を活用し、シュガーロード沿線自治体と連携を図りながら普及啓発等に資する
事業やシュガーロードに由来する菓子等のPRなど、「シュガーロード」が長崎市来
訪のきっかけとなる取組みを行う。

これまでの主な取組み】

「出島ワーフ de朝活」プロジェクトのほか、長崎街道・シュガーロードの歴史や
文化を活かした地域振興について、長崎街道沿線の各市がそれぞれ独自に取り組んで
いたものに加え「砂糖文化」「シュガーロード」をキーワードに、シュガーロード沿
線8市(長崎市、諌早市、大村市、嬉野市、小城市、佐賀市、飯塚市、北九州市)
中心に、 3県(長崎県、佐賀県、福岡県)、民間事業者と連携して、市民や観光客に
シュガーロードの魅力発信を行うことで、北部九州一帯の活性化を図ることを目的に、
平成20年10月に「シュガーロード連絡協議会」が設立された。

協議会では、シュガーロードの情報発信のため、合同で催事やイベントに取組んで
きた。

P

朝たび長崎2021 プロジェクト

朝たひ長崎



【これからの主な取組み】
「朝たび長崎プロジェクト」のほか、水産農林部の「さしみシティ」や食のイベン

トのプロモーションにDM0が連携していくことでL効率的・効果的な誘客を図って
いくなど、'今後、 DM0が主体となり、食と体験を合わせたコンテンツの造成を進め
ていく。

(5)人との交流を活かした平和プログラムの充実

【観光・ M I CE戦略の方針】
公益財団法人長崎平和推進協会等と連携し、訪問客に対する平和プログラムの充実

を図る。

【これまでの主な取組み】
(一社)長崎国際観光コンベンション協会が窓口となり、修学旅行に訪れる学生に、

被爆講話の手配や被爆の遺跡等を巡る「平和ガイド」を催行し、被爆都市長崎でしか
体験することができない、平和を学ぷ場を提供している。

【これからの主な取組み】
DM0が主体となり、「平和を継続していくにはどうしたらよいか。」自ら考えるこ

とに主眼を置き、 SDGSの考え方を取り入れた、新たな平和学習プログラムの造成
を進めている。

、

゛
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A-3

長崎市は、歴史と伝統に培われた長崎くんちや長崎ペーロン等の祭り、伝統行事や長崎刺繍、
ガラスエ芸、ハタづくり等の伝統工芸が今もなお楽しめるまちである。
また、長崎のまちは、數多くの映画やアニメーション等の誕台としても知られており、これ

らの文化・芸術の魅力は、地域活性化につなげる貴重な観光資源といえる。
さらに、令和6年の開業を目指し、長崎スタジアムシティプロジェクトが進められており、

スボーツによる交流人口の拡大も期待されている。
このような芸術・文化、スポーツ等の長崎の新しい領域を活かしたツ」りズムを促進し、訪

問客の裾野を広げる。

スポーツや文化・芸術など新しい交流の領域を切り開く。

(1)プロスポーツ(サッカー・バスケットボール)等の新たな魅力の活用

【観光・ M.1 C E戦略の方針】
長崎市を本拠地とするプロスポーツチーム(サッカーリゞスケットボール)の誕生

と、民間主導による長崎スタジアムシティプロジェクトの実現を機に、長崎の新たな
魅力としてスポーツを活用し、人の交流を生み出し、まちなかへの誘導などにより地
域の活性化を図る。

【これまでの主な取組み】
V・ファーレン長崎のアウェイ戦において、対戦相手のスタジアムにロマン長崎の

派遣や観光ブースの出展などを行い、ホーム戦の際、長崎市を訪れてもらえるようPR
活動を行っナこ。

また、ホーム戦の際に、スタジアム周辺にランタン装飾の協力を行い、来場者にPR
を行った。

【これからの主な取組み】
スタジアムシティの建設を見据え、 V・ファーレン長崎との連携を一層強化し、 合

わせて、バスケットボールチーム「ヴェルカ長崎」との連携を進め、アウェイ客の誘
致とおもてなしを協働で進めでいく。

(2)芸術文化を活かしたまちの魅力向上

【観光・ M I CE戦略の方金打
歴史伝統に培われた長崎くんち等の祭りや伝統行事、長崎刺繍、ガラスエ芸等の伝

統工芸をはじめとした芸術文化の魅力を観光資源として地域活性化に活かす。
また、映画や音楽、アニメーションなど、長崎を舞台とした芸術文化が息づくまち

として、新たな人の流れを生み出すため、エンターテインメントに関する情報の集約・
発信や、イベントの実施・支援を行うことで、エンターテインメントによる賑わいを
生み出し、まちの魅力を高める。

【これまでの主な取組み】
春は帆船まつり.、夏はぺーロン大会とみなとまつり、秋はくんち、冬はランタンフ

エスティバルと季節に応じ、長崎の歴史と文化が息づいたイベント,が行われ、地域活
性化を図ってきた。

また、長崎は、ドラマ、映画及ぴアニメの舞台となることも多く、これまで多くの
ロケなどが行われ、これらの情報を発信することで誘客につなげてきた。
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【これからの主な取組み】
長崎開港450周年記念連携事業として、長崎市出身の漫画家の人気作品「弱虫ぺダ

ル」とタイアップし、長崎市の新たな魅力ある観光コンテンツの造成を図り、アニメ
ツーリズムの推進により、観光客の誘客及び周遊の促進を図る

(参考)「弱虫ぺダル」について
1 作品の概要

秋田書店の『週刊少年チャンピオン』に平成20年から連載中であり、単行本
は70 巻発刊され、売上げ総数は2,500 万部を超える人気作品であり、令和2
年夏には、人気アイドルを起用し、実写映画化されている。

作者について

弱虫へダル』の作者は長崎市出身の漫画家・渡辺航(わたる)氏であり、本
事業における企画展やデザインマンホールの製作等ご協力をいただけること
となっており、アニメを活用するにあたって課題となる著作権等の許可関係

が比較的容易となり、事業が行いやすく、今後のタイアップの継続が見込め
る。

3 ストーリー1こついて

ママチャリで千葉から秋葉原に通う、いわゆるオタク高校生である主人公の

小野田坂道がチームで戦う自転車競技を題材にした物語となっており、インタ
ーハイ優勝を目標に、全国のライバル校と切磋琢磨するスポーツ漫画である。

登場人物(キャラクター)について

1チーム6人で競技を行う自転車鼓技(ロードレース)において、各登場人

物には個性がある。例えば、主人公の小野田坂道は、小学生の頃からママチャ
りで秋葉原に通ったことで、登り坂を得意として活躍するといった特徴があり、
これまでサイクリングのイメージが無かった長崎市においても、本作品との親
和性が高い

(ア)事業内容
「弱虫へダル」周遊コースの造成【実施時期:令和3年夏~秋頃予定】

渡辺氏に新たに執筆いただき「弱虫ぺダル」のキャラクターや各設置場所の風景を
活かした、デザインマンホールを製作し、市内(広域)21力所に設置し、景観等地域
の魅力と作品のキャラクターの特徴を活かした周遊コースを6コース設定する。また、
コースの各チェックポイントに設置したマンホールを活かし、スマホを活用したデジ
タルスタンプラリーを実施する。

(参考:デザインマンホール)
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0 コース完成・コラボ記念ライド【実施時期.令和3年秋頃予定】
周遊コースの一部において、渡辺氏や関係者・サイクリング団体等と記念ライドイ

ベントを実施し、サイクリング試走する

0 漫画家・渡辺航氏の講演会【実施時期.令和3年秋頃予定】
教育委員会と連携し、渡辺氏の地元の中学校で記念講演会を実施する

0 「弱虫へダル」原画等企画展【実施時期:令和3年秋以降予定】
作者・渡辺航氏の協力をいただき、人気作品「弱虫へダル」の肉筆原画や資料等

を展示する企画展を長崎市で開催する。

(イ)マンホール設置予定箇所と周遊コース(案)

rリ槌多 デザインマンホール設置箇所(素案)
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(3)安全安心・快適な滞在環境の整備【基本方針B】

B-1

観光・M ICE施設における感染症対策を徹底するとともに、産官学が連携し、安全安心な
旅を提供する「t舶mNAGASAKISAFeY」の取組みなどを進める。また、災害や緊急時の医療
機関などにおける外国人患者の受入態勢の強化や公衆無線LANを活用した情報発信等、安全
安心な滞在環境づくりを進める。

安全安心な滞在環境をつくる。

)新型コロナウィルス感染症などに対する安全安心の滞在環境づくり

【観光・MICE戦略における方針】
観光・M ICE施設においては、新型コロナウィルス等の感染症対策に継続的に取

り組む。また、感染症拡大の段階に応じ、観光・M ICE関連事業者のガイドライン
の順守や受入の徹底を図るとともに、訪問客への適切かっ効果的な情報発信を行う。

また、新型コロナウィルス感染症の予防対策に取組む宿泊施設等の認証制度「t舶m
NAGASAKISAF訂Y」を推進し、官民一体となって安全安心の滞在環境づくりを促進す
る。

【これまでの主な取組み】
長崎市、雲仙市及び佐世保市の観光事業者等で新型コロナウィルス予防対策認定実

行委員会を立ち上げ、長崎大学の監修を受けた独自の宿泊施設ガイドライン「t舶m
NAGASAKI SAFEIY」を策定し、施設の認定・推進を行った。

"令和2年度末の認定数 76施設(対象施設数 256施設(令和2年10月時点))
(参考)宿泊施設の取組みの例

これからの主な取組み】
「teamNAGASAKISAFETY」の取組みを継続及び拡充するとともに、対象を宿泊施設

以外の業種に拡大することで長崎市における安全・安心に関する取組みを強化し、誘
客につなげるもの。

0宿泊施設の取組み継続と拡大
・令和3年度認定目標数 100施設(令和2年度認定施設の更新を含む。)

0対象業種の拡大
・観光施設目標数50 (伊上グラバー園、孔子廟など)
・交通事業者目標数30 (例:夜景観光バスツァーなど)
.観光体験目標数30 (伊1:軍艦島上陸クルーズなど)

一
目



2)災害発生時における訪問客への情報発信、避難・誘導体制の充実

【観光・MICE戦略における方針】
災害時における避難・誘導初動対応マニュアルや指差し会話集等の各種ツールを活

用し、各観光・M ICE施設等において、災害発生時の体制の充実を図る

これまでの主な取組み】
災害発生時、観光施設における訪日外国人旅行者の避難誘導初動対応を強化するこ

とを目的として、観光施設で使用できるマニュアルや避難誘導時等に活用する指差し
シートを作成し、観光施設(41施設)へ配布している。また、平咸30年1月にはグ
ラバー園において、大規模地震の発生を想定した外国人の避難誘導訓練に取組んでい
る。

^
これからの主な取組み】
新型コロナウイルス感染症が収東し、外国人観光客の来日が再開する際には、これ

らの取り組みを一層推進する。

●^'^^^
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(3)医療機関等における外国人患者の受入態勢の強化

【観光・MICE戦略における方針】
訪日外国人旅行者受付・診療マニュアルや指差し会話集等の各種ツールを活用し、

医療機関とも連携し、受入態勢の強化を図る。

これまでの主な取組み】
訪日外国人観光客と医療機関の双方が安心して治療等できる態勢を強化するため、

訪日外国人旅行者の受付・診療マニュアルや指差しシートを作成し、医療機関(8乃
施設)へ周知した。(実施年度:平成29年度)
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区れからの主な取組み】
新型コロナウィルス感染症が収束し、外国人観光客の来日が再開する際には、これ

らの取り組みを一層推進し、外国人が安心して訪れられる環境を確保する
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B-2.快適な滞在環境をつくる。
1

多言語対応や公衆無線LANの整備等どによる訪問客の受入環境整備や、観光案内所にお
けるコンシェルジュ機能の充実、1CTを活用した観光案内と情報発信の推進により、快適
な滞在環境づくりを進める。

(1)ユニバーサルデザインによる誰にでもわかりやすい案内の充実

、

公衆無線LANの整備による通信環境の改善

゛

【観光・ M I CE戦略における方針】
多言語対応や視覚的・聴覚的工夫等、多様な訪問客に対する配慮によって、だれも

が必要な情報を得られる案内を充実させ、ストレスフリーな滞在と回遊を実現する。

【これまでの主な取組み】
案内サインにっいては2か国語対応、誘導サインについては4か国語対応とし、主

要施設であるトイレ(身障者用、オストメイト、ベビーベッドを区別)にっいて、ピ
クトグラムを用いて表示している。

【これからの主な取組み】
公共サインの案内・誘導の考え方や表示内容に関するデザインガイドラインを作成

し、庁内で統一化を図る。
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,

(3) 1 CTを活用した情報発信の強化

( 2 )

【観光・ M I CE戦略における方金打
訪問客の旅行中・旅行前後の疑問・、質問に対して、'多言語で対応ができるA 1チャ

ツトボット※の導入など、訪問客が知りたい情報を24時間いつでもりアルタイムで簡
単に入手できるコミュニケーションツールによって、快適な旅の実現を図る。さらに、
飲食店や体験型商品の予約、最適なルート案内、旅行二ーズに応じたおすすめ情報の
プッシュ通知など、多様な機能によって、快適な旅行体験を提供で.きるよう検討する。

※A 1チャットポット

人間と会話(チャット)しているような受け答えを、ロボットが自動で行うコミニニケーシヨンツー

ルで、 AI(人工知首助の学習機能によって、利用者のフィードバックを元に質問内容を自勳で学習

し、意図を理解できる質問の幅を自ら拡大して、回答精度を向上させることができる。

【観光・ M I CE戦略における方針】
主要観光施設や交通結節点等における公衆無線LAN環境の整備・運営を行い、訪

日外国人観光客などの訪問客の通信環境を向上させる。

【これまでの主な取組み】
公衆無線LAN rN昭Sakicity Ⅷ一FU を主要観光施設(12力炉月及び交通拠点で

ある路面電車電停(39力゛励に設置、主に外国人観光客の滞在満足度向上を図った。

【これからの主な取組み】
長崎駅西口広場及ぴ西側歩行者専用道路の整備に併せ、アクセスボイントを設置す

る。



キ

【これまでの主な取組み】

DM0において、長崎市公式観光サイト「あっ!とながさき」及ぴFaoebook (日"
英)を活用して国内外への情報発信を行っている。

【これからの主な取組み】
令和4年度のDM0本格稼働に向けて、DX(デジタルトランスフォーメーション)

却の推進と、 SNSやA 1チャットボット等 I CTを活用しL ワンストップで情報収
集・発信ができる仕組みを構築する。それにより、 DM0において、戦略的かつ効果
的な誘致・プロモーシヨン展開と、旅マエ・旅ナカ・旅アトにおけるタイムリーな情
報発信が可能となることで、更なる誘客のための発信強化と、訪問客の満足度向上、
消費拡大を図る。

また、 A 1機能の搭載やユーザーデータを分析・活用する二とで、デジタルマーケ
ティング地を強化し、訪問客の満足度向上と効果的な情報発信を促進していく。

※1 DX (デジタルトランスフォーメーション)

企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、顧客や社会の二ー

ズを基に、製品やサフビス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや、組織、プロセ

ス、企業文化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること。

※2 デジタルマーケティング

様々な形態のデジタルメディアを活用したマーケティング活動のこと。

(4)ストーリーが伝わるわかりやすい多言語表記,説明の充実

【観光・ M ICE戦略における方針】
外国人目線の翻訳やストーリーチェックにより、適切な多言語化を図り、多種多

様なバックグラウンドをもつ訪問客にとって魅力的かつ有益なストーリーをわかり
やすく伝えるツールを充実させる。

【これまでの主な取組み】
外国人滞在満足度向上を図るため、多言語対応の文化財説明板の設置を11か所行

い、快適な滞在環境づくりを進めた。

【今後の主な取組み】
今後も外国人滞在満足度向上を図るため、文化財説明板の多言語対応にっいて、取

組みを進める。

(5)'人材育成によるおもてなしの強化

【観光・ M I CE戦略における方金打
DM0において、観光関連事業者等を対象としたセミナーの実施や有償ガイドを育

成する仕組みづくりなどを推進することによ駅訪問客の多様な二ーズに対応し、
在満足度向上とりピーター増加を図る。

【これまでの主な取組み】
既存のまちあるきガイド団体や20代~30代を中心とした団体等と連携し、有償ガ

イド育成プログラムの策定や、モニターツァーのフィードバックによる課題を抽出し
た上でのスキルアッププログラムを策定した。また、ロコミサイト(TripAdV伶er)
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に高評価を数多く集め拡散効果を高めるとともに、 OTA (オンライントラベルヱー
ジェント)で売れるような仕組みづくりを行った。

・実施期間令和2年11月12日~令和3年3月23日
・セミナー参加者 16名
・新たにインバウンド向けガイドとして育成した数 7
・国内在住の外国人モニター参加者数 41名
・ロコミサイトへの投稿数 163

これからの主な取組み】
ポストコロナを見据え、ガイド機会の提供ができる仕組みの構築と、ガイド育成の

ための研修会等を開催することで、コロナ禍におけるガイドのモチベーシヨンの維持
と、訪問客の満足度向上を図る。

(6)クルーズ客船による訪問客の受入環境の充実

【観光・ M I CE戦略における方針】
長崎港に来港するクルーズ客船の訪問客の接遇・受入行事を行い、満足度向上を図

り、長崎市への経済効果を最大限に発揮できるように、訪問客のまちなかへの回遊促
進等消費拡大へ向けた取組みを推進する。

これまでの主な取組み】
長崎港において修理停泊中の「コスタ・アトランチカ号」でクラスターが発生した

ことに伴い、安全・安心なクルーズの再開に向け、港湾管理者である長崎県が本事案
の検証を踏まえっつ、条例の改正やクルーズに係る関係者との情報共有と連携体制を
整備し、国内クルーズ船を安全に受け入れる仕組みを構築しナニ。

(参考)これまでの取組み
(長崎港クルーズ船受入に関する感染症対応連絡調整会議資料より抜粋)

1 ロスタ・アトランチカ事案の検証

項

2港育管理条例の改正

目

3連絡詞整会振の設立

・クラスター対彪の検価及び報告誓成

・新コロナウィルス感染症の発生など、港湾の適正な利用の支障となる事案に

対応し、県民の安全安心を確保することを目的に改正

(主な内客)条例目的に「県民の安・安心確保j を追加、船舶に対する措置命令の

拡充、港湾の利用制限船舶の惰報提供を新大に迫加

クルーズ関係唐伺の必要な惰報共有および円滑な迎絡詔整を園るとともに、有事に

備え、休制を構ること自的に設立

(会議構)海上保安鼠県、 CIQ機関、 m交、消防、県市等の危攘・福祉

保健(保鑓所)・観光港湾部局、医療機関、クルーズ船社、イモ理店等

田のガイドラインに定めのない事項を補足し、安全な受入の考え方を不すもの

(主な内容)受入可否判断の実施、接庠時の条件設定、船内惰報の入手・共有

が発生するどの急的事案に対し、モの解決に・寄港すろクルーズ船内で

向け関保宅が迅速かつ適切に対応する大めの打動

(主な内容)船・県の投割分担、現地の医療件脚1 築、緊急迎轄鯛の整備

惰報伝達羽楓(緊急連粘時の確認)

感染者等搬送訓練

4受入の運用方針の策定

5緊急時対応計西の策定

6緊急時対応の訓練の実籠



^
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【これからの主な取組み】
国際クルーズについて、国において取扱いを検討中であり、現時点では再開の見通

しが立っていない。今後、長崎県が国の方針を確認のうぇ、受け入れ態勢を検討して
いくこととなる。

感染ステージを考盧した対応の考え方(国内クルーズ船)

感染段階

ステ・^ジ
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ステ^ジ1

ステ^ジ2

クルーズ船は通常通り岸壁に接

津させる。

基本的対応

ステ,^ジ3

以上

ステージ1対応1こ加え、地域の感

染症の状況を周知し、注童喚起を

行う。

入

【可の場合】

ステージ2対応に加え、追加条件

の有無を検討し接岸させる。

【不可の場合】

寄港地変更を要請する。要請を

受入れられない場合は許可取消

の口 につし、て

・基本的感染予防の徹底

・運用方針に添った対応

具体的措置の例

船舶に対し感染情報を早期提供し、玉

・感染地域等への訪問について慎亜に対

応するよう要請

の

【可の場合】

・物資補給時以外の乗下船禁止等の条件

付加など

【不可の場合】

・寄港地変更の検討を要請。必要に応じ

て国等関係機関と調整する。

・状況に応じて燦壁使用許可取消を行う。



日一3 交通アクセスを充実させ、周遊しやすい環境をつくる。

二次交通の充実やユニバーサルッーリズムの推進、1CTの活用などにより楽しみながら
快適に周遊できる環境づくりを進める。

(1) 1CTを活用したわかりやすい交通案内・情報発信の強化
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【観光・ M I CE戦略における方ε打
市内の観光スポットの周遊を促進するため、交通事業者と連携し、観光型Maas

却等により、バスやタクシーなどの移動手段をサービスとして提供し、検索から予約、
決済、利用まで総合的に対応できるような周遊の検討を行う。また、観光スポツトや
移動経路の混雜を回避する機能により、訪問客の需要の平準化を図り、ニーズに応え
る快適な周遊環境を提供できるよう検討する。

※観光型M a a s (Mob111土y as a servlC田

あらゆる交通手段をルード検索から決済までシームレスにする概念のこと。観光型M..Sによっ

て、観光客の回遊性の向上を図る二とが可能になる。

(2)交通事業者と連携した快適な二次交通の充実

゛

【観光・MICE戦略における方針】.、
駅前広場の整備やエレベーターなどの設置により、快適に二次交通を利用できる環

境を整備する6 さらに、交通事業者に対して、新規バス路線の運行やロケーシヨンシ
ステムの導入を働きかけ、二次交通の充実を図る。

゛、

【これまでの主な取り組み】
令和2年度に長崎県MeaS導入推進協議会(事務局:長崎県)を設置した。県内

の交通事業者(バス、鉄道、タクシー等)や関係団体、行政で構成され、長崎市もオ
ブザーバーとして出席した。協議会においては、九州新幹線西九州ルートの開業や1
Rの誘致を見据え、周辺促進と経済効果を波及させるため、その手法としてMaas
等の新たなモビリティーサービスの本県への導入・開発にっいて検討し、「長崎県M
aaS導入指針」を策定した。

【これからの主な取り組み】
ア上記指針に沿って検討・議論を進め、令和3年度中に初期導入エリアや機能等を
定めることを目指す。その後、実証実験、知見・課題を踏まえた改善を行い、令和
5年度内にM.aS導入を実現することを目指す。

イ DM0において、民間事業者と連携した取組みとして、株式会社ゼンリンにおい
て長崎市の歴史・文化などの観光情報と公共交通サービスをデジタル化して、スマ
ートフォンアプリを介して提供する観光型MaaSの実証実験を今年度より開始す
る。本実証実験では、グラバー園・出島'平和公園などの長崎市内の各観光エリア
間の移動を喚起するためのストーリー型コンテンツと公共交通サービス・民間サー
ビスを連携させることにより、人の行動を地域活性化につなげることを目指す。



,

.

【これまでの主な取組み】

駅前広場に整備する公共交通への乗換施設について、交通事業者と協議を行い設
計に反映させるとともに、国道上の横断歩道橋へアクセスするエレベーター施設等
の設計を行っナこ。

【これからの主な取組み】

ア関連工事との調整を図りながら、駅前広場やエレべ、」タ,一施設等の早期完成を
図る。

イ長崎県・交通事業者と連携した実証事業

DM0において、長崎県及び交通事業者と連携し、令和3年11月の「出島メ
ツセ長崎」の開業、来年秋の西九州新幹線の開業に合わせ、各施設間の周遊バス
の運行や、周遊乗車パスの発行等、交通事業者との連携による施設間の周遊促進
を図るための実証事業等を実施予定。

各施設を効率的に巡る旅ルートを提案するアプリやWEBコンテンッの整備、
また移動・宿泊・体験・飲食が一括で予約・生産可能な機能等を有するスマホア
プリの実証事業を行うとともに、各施設への観光案内誘導板(多言語)の整備を
行い、国内外問わず全ての観光客がスムーズに移動できる環境を整える。(最寄
りのバス停、電停、道路など)
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(4)ユニバーサルツーリズムの推進

【観光・ M I CE戦略における方針】
高齢者、障がい者、妊婦、幼児、外国人等、だれもがストレスフリーで楽しむこと

ができる旅を提供するため、長崎空港内のUT (ユニバーサルッーリズム)センター
と長崎市総合観光案内所の連携などにより、ユニバーサルッーリズムの推進に向けて、
民間事業者の取組みを主体としながら、'快適な環境づくりを進める。

【これまでの主な取組み】

長崎市公式観光サイト「あっ!とながさき」に、施設ごとのバリアフリー対応状況
やバリアフリーを踏まえた観光モデルコース(4コース)を掲載している。

【今後の主な取組み】
バリアフり'情報の充実を図るとともに、 UTセンターとの連携を推進していく。



(4)戦略的な魅力発信と誘致活動の推進【基本方針C】

C-1

従来の観光動向調査等に加え、訪問客の属性や二ーズ、消費行動等のデータを収集、分析し、
国内観光・インバウンド・M ICE等の各分野におけるターゲットを設定し、各種施策にっな
げる。

市場分析に基づく戦略的な客・MICE誘致を展開する。

)マーケティングデータの収集・分析と積極的な活用

【観光・ M I CE戦略における方針】
DM0において、1CTなどを活用して訪問客の二ーズや動向等のマーケティング

データを収集・分析し、積極的に活用することで、戦略的な誘客を実施する

【これまでの主な取組み】
DM0において、モバイル空間統計データの継続的な収集・分析やNa部Sakicity

怖 Fiのデータ分析等を行い、戦略等に反映してきた。
令和2年度においては、これまで分析したデータを元に、上位計画である「長崎市

観光・ M ICE戦略」に基づき、「長崎市DM0事業計画」を策定した。
M ICE分野につぃては、長崎市、 DMO、(株)ながさきM ICEの3者が連携し

て、データベースから具体的な誘致案件を抽出し、優先順位を付け、誘致活動に取り
組んできた。

【これからの主な取組み】
これまで行政やDM0において、目的・項目ごとに実施していたデータの収集・分

析にっいて、令和3年度からDM0で一括管理することでより効率的・効果的に実施
するとともに、年次・月次の報告により、多様な関係者との情報共有に努める。

MICE分野につぃては、誘致活動で得た情報を3者で一元管理し、情報を蓄積し
ながら戦略的な誘致活動を進める
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(2)各分野(国内/インバウンド/M I CE)におけるターゲットの設定

【観光・ M I CE戦略における方針1
長崎大学の研究の強み・1引敦を活かした分野(熱帯医学、放射線医学、海洋科学)

や被爆の実相を広く伝える取組みを強みとして活かした分野(平和関係)など、他都
市との差別化が可能な長崎の強みや特色を活かし、経済効果が高く、都市ブランドの
向上につながる誘致ターゲットを設定し、誘致を展開する。

ア誘致ターゲットの設定

他都市との差別化が可能な長崎の強みや特色を活かし、経済効果が高く、都市ブ
ランドの向上につながる大会・学会等を重点ターゲットとして設定する。

(ア)重点分野

長崎大学の研究の強み、特徴を活かした分野(熱帯医学、放射線医学、海洋科学)
被爆地としての強みを活・かした分野(.平和関係)

(イ)規模

1,000人~3,000人程度の九州大会以上の学会・大会
(ウ)その他

都市ブランドの向上につながる政府系会議
会期の長い国際会議

【これまでの主な取組み】

長崎市、 DMO、(株)ながさきM I CEの3者が連携して、新型コロナウィルス
感染症拡大の状況に応じ、全国的な主催者の動きを把握しながら、ターゲットごとに
営業活動とPRを展開してき.た。

"ノ

ア学会

(ア)中型~大型の国内学会

首都圏の医学会や閏連団体事務局に電話又は訪問営業するとともに、長崎
においては長崎大学医学部を中心に訪問営業を行っナニ。

(イ)地方会・分野別研究会

九州地方会事務局や関係団体事務局に電話又は訪問営業を行った。
(ウ)長崎大学主催の国内学会

200人以下の学会等を対象とした初回限定のモニター割引を創設し、訪問営
業を行った。

イー般会議
(ア)中規模(500名以上)会議

訪問営業済の 260 件の県内団体・事業者の中から、全国大会、九州大会等
を開催する確率の高い団体をターゲットに再営業を行った。

(イ)国家・民間資格試験主催者
ダイレクトメール①M)を送付した国家・民間資格試験実施団体 570 件

から開催可能性がある団体を中心に営業を行っナこ。
(ウ)小規模会議

令和2年11月から受付を開始した企業の会議やセミナーなど小規模な会議
については、直前の申込となるため、会議室紹介チラシを作咸し、地元事業者
を中心に営業を行った。
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ウ展示・イベント

イベント企画については、開催1年前から会場等の検討を行うため、地元メディ
ア各社と定期的な意見交換を実施するとともに、福岡のイベント会社への営業を行
つナニ。



【これからの主な取組み】
11月1日の出島メッセ長崎開業に向けて、コロナ禍における目標達成に向けた短期

計画として、 5つの方針を立てて営業活動を行っていく'

アコロナ対策の周知
プラズマクラスター技術を導入したエレベーターの設置や抗ウィルス対応の壁紙

の使用など最新の感染症対策を施し、かつ、大容量の光回線対応の安定的な通信環
境を備え、コロナ禍においても安全・安心に開催できる会場として、主催者へのP
Rや働きかけを強化している。

》.「感染拡大防止への取り組み」'の周知(DM、ホームページ)
》「wEB配信パッケージ」の周知(DM、ホームページ)

イ広報活動による新規顧客の獲得
令和3年1月から、首都圏や福岡.、長崎を中心に行っているVVEB広告を大阪、

九州全域に拡大するとともに、会議室検索サイト等への掲載も強化し、新規顧客の
獲得につなげる。

》 VVE B広告(Google、 Yahoo、 Faoebook、 UNE)のエリア拡充
》会議室検索サイト(会議室.com、会場べストサーチ)掲載

ウ訴求力のあるパッケージプランの提案
WEB配信用に通信機材等の附属設備をセットにした使い勝手のよい「ハイブリ

ツド会議パッケージプラン」など、訴求力があり、施設の話題性も高まるようなプ
ランを作成し、主催者に提案する。

》「ハイブリッド会議パッケージプラン」の造成
》モニター割引の対象大学拡充

告

J

工 新領域開拓
これまでターゲット外としてきた団体や分野の新規開拓を行う。
》国家・民間資格試験団体'(117 団体)
》格闘技団体(19団体)
》生命保険会社(18社)等

,

オ 定期イベント等へのアプローチ
コロナ禍でも定例的に開催される催事の主催者について、重点的に営業する。
》国家・民間資格試験団体(117 団体)※再掲
》県内企業(65社)
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力 開業後1年間の誘致状況(令和3年11月~令和4年10月)
(千人)

※

目標利用者数種別 達成率

フアン竪録

学会

一般会議

イベント

司て

ファンペーリ

(性別虐詣ノ住所砥豊豊)

Nパーソナライズ

※利用想定人数・・・決定・内定及び日程調整中の案件について、
主催者の参加見込人数から算出

合計

50.8

(3) A 1などを活用したデジタルマーケティングの強化

【観光・ M I CE戦略における方針】
AI(人工知能)等の先端技術を活用したデジタルツールや観光サービスにより得

られるデータの活用について検討を進め、デジタルマーケティングの強化を図り、訪
問客の満足度向上と効果的な情報発信を促進する

【これからの主な取組み】
(再掲)令和4年度のDM0本格稼働に向けて、 DX (デジタルトランスフォーメ

ーシヨン)の推進と、 SNSやA 1チャットボットなど I CTを活用し、ワンストッ
プで情報収集・発信ができる仕組みを構築する。それにより、 DM0において、戦略
的かつ効果的な誘致・プロモーション展開と、旅マエ・旅ナカ・旅アトにおけるタイ
ムリーな情報発信が可能となることで、更なる誘客のための発信強化と、訪問客の満
足度向上、消費拡大を図る。

また、 A1機能の搭載やユーザーデータを分析・活用することで、デジタルマーケ
ティングを強化し、訪問客の満足度向上と効果的な情報発信を促進してぃく

用人

R3.4月末時点

約40.1

巧5.5

404.0

ツアー生駒オススメ報畢

カスタム信田目身記侶

610.3

約43.8

約384.1

約79%

約468.0

約28%

約95%

目標達成率

胎.2月末約66%

胎.5月末約75%

約7フ%゛ー・・胎.8月末約81%
R3.11月末 100%
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C-2 長ブランドの確立と効果的なプロモーションを推進する。

観光・M ICEにおける長崎ブランドを確立させ、交流都市・長崎の知名度の向上を図る。
また、九州新幹線暫定開業など、時機を得た効果的なプロモーションや長崎とゆかりのある
人.地域を活かした誘客を行う。さらに、安全安心の取組みについて適切に情報発信する。

)長崎観光・M ICEブランディングの確立・活用

【観光・ M I CE戦略における方針】
長崎観光ブランドについては、 DM0が舵取り役となり、立案する。
また、観光庁の「コンベンションビューロー機能高度化事業」に採択され、海外の

専門家の助言を受け、構築した長崎市のブランドタグライン則agasakiJAPAN. Acity
O「 legacieS※」を活用し、国際会議の誘致等に取り組む。

※ le部oy (レガシー)=遺産

【これまでの主な取組み】
国をはじめM ICE先進都市においては、国際会議・学会等を誘致するなかで、開

催地としてどんな価値を主催者や参加者に提供できるかというブランドイメージを端
的に表現するタグラインやロゴを持つことが一般的である。

令和元年度、観光庁の「コンベンションビューロー機能高度化

稔
事業」を活用し、高度な専門知識と国際ネットワークを有する
Gaini皓 Edge社のマイク・ウィリアムズ氏に指導・助言いただき、
「Na即Saki JAPAN. A city of legacies」を長崎市のM I C E ブ

ランドタグラインに決定した。
これを踏まえ、令和2年度も引き続きマイク・ウィリアムズ氏 Na9asoklJAPAN.

監修のもとロゴマークを作成した。 A dtyof1●gad●$

これからの主な取組み】
アタグラインとロゴマークを「なぜ長崎市で会議・学会等を開催する意義があるの

か」を主催者・参加者にわかりやすく伝えるメッセージとして、国際会議・学会等
の誘致活動に活用していく。

イ長崎市観光マスターブランド
長崎市が誇る「歴史・文化」「平和」「食」「海」などの地域資源を活かし、訪問客

価値起点、地域価値起点(市民・事業者)、社会価値起点(SDGS、社会貢献等)
3つの価値を起点としながら、M I C E向けブランド(タグライン:NagasakiJAPAN
C辻y of legacies)とインノ丈ウンド向けブランド(タグライン: open Nagasaki)

を包括し、さらに、国内旅行と修学旅行を含んだ、「長崎市観光マスターブランド」
を構築する。

0マスターブランド構築のスケジュール

2021

ロイヤリティ獲1鳥

20242022

プフンド認却理解

2023
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(2)九州新幹線西九州ルートの暫定開業を活用したプロモーション

【観光・ M I CE戦略における方針】
佐賀・長崎デスティネーションキャンペーンを中心に、九州新幹線西九州ルートの

暫定開業と開業に向けて培ってきた観光コンテンツ等の魅力を域外へ情報発信し、民
間事業者や関係団体等と連携しながら、新幹線を利用した訪問客の増加を図る

これまでの主な取組み】

J Rグループ旅客6社(J R北海道、 J R東日本、 J R東海、 J R西日本、 J R四
国及ぴJR九州)と指定された自治体、地元の観光事業者等が協働で実施する大型観
光キャンペーン「佐賀・長崎デスティネーションキャンペーン」が令和4年度(令和
3年度はプレキャンヘーン)に実施されることから、長崎県内自治体や観光事業者で
構成されるデスティネーションキャンペーン長崎実行委員会に長崎市も参画し、各団
体と連携体制づくりを行った

これからの主な取組み】

令和3年秋にプレキャンペーンとして開催される全国宣伝販売促進会議において、
全国の旅行代理店等に対して観光物産PRや商談、現地視察ツァーを実施し、令和4
年10月~12月のキャンヘーン本番に向けて積極的なPRを行う。

(3)長崎とゆかりのある人や地域を活かしたプロモーションの展開

【観光・ M I CE戦略における方針】
全国各地で活躍する長崎ふるさと大使や長崎市観光大使等の著名人との連携による

プロモーションや市民によるSNSなどを活用した情報発信により、長崎市の魅力を
積極的に発信する。また、長崎とゆかりのある国や地域との連携による観光プロモー
ションを展開する。

これまでの主な取組み】

長崎市観光大使を活用した情報発信や著名人自身のSNSなどを活用した情報発信
を実施している。

貫床し゛魚の やソパ、、ニソずξと/

は、
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,
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底血凡τ、賞ん●薹軍胃晶亀当τよ制

長崎市観光大使

(森保まどか氏)の活用

C

クリエイティブディレクターに長崎市ふるさと大使
(福山雅治氏)を迎え、実施しているイベント
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これからの主な取組み】
ア長崎市観光大使

観光大使等が持つ情報発信力で長崎の魅力を伝えてもらい、また、既存のイベン
トと連携して魅力向上を図り、誘客につなげていく。

長崎市M ICEアンバサダー
長崎市のM ICE誘致を推進し、 M ICE都市としての存在感を高めるため、

ICE関連産業、大学、経済団体、スポーツ関係団体等から、 M ICEに関して優
れた識見を有し、かつ、本市のM ICE都市としての存在感を高めるために、 M I
CE誘致に係る協力、助言、情報発信等を行っていただけるアンバサダー(=大使)
として6名に就任いただくこととなった。(令和3年5月27日就任式)

選任する長崎市M ICEアンバサダー(五十音順)

池上

河野

高田
高橋
福島

宮脇

(4)安全安心の取組みの可視化

【観光・ M I CE戦略における方針】
行政、観光・M ICE施設、宿泊施設、交通事業者、飲食店等の様々な関係団体が行

う感染症対策等安全安心の取組みについて、ニューノーマルの時代の新しい長崎の旅
のスタイルとして可視化するとともに、状況に応じ適切に発信する

これまでの主な取組み】
一般旅行、修学旅行、M ICE、それぞれの旅やM ICE開催のスタイルに応じて、

新型コロナウィルス感染症の基礎知識・緊急時の行動フローや「teamNAGASAKISAFeY」
などの各観光事業者の感染症対策を一堂にまとめて「見える化」した「新しい長崎の
旅スタイルガイドブック」を作成した。

(参考)新しい長崎の旅スタイル(抜粋)

(長崎総合科学大学学長)
(長崎大学学長)
(株式会社V・ファーレン長崎代表取締役社長)
(株式会社JTB 取締役会長)
(株式会社大阪国際会議場代表取締役社長)
(長崎商工会議所会頭)

郷しい長崎の税
島んぜん.んι4

郭しい長崎の醇
^
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これからの主な取組み】

新しい長崎の旅ガイドブックを長崎市観光サイト「あっ!とながさき」や観光商品
素材集等で周知を図ることで、訪問者の旅マエ、旅ナカ、旅アト、それぞれのフェー
ズに応じた情報を提供し、安全・安心に長崎を訪れていただけるように情報発信を行
い、今後の観光客誘致につなげていく。

各観光事業者の取組み
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C-3 DM0を・中心としたワンストップの誘客、・MICE誘致を行う。

DM0と民間事業者との連携によるワンストップの情報発信と誘致活動を進め、誘客を図
ります。また、観光ルートや観光ガイド、宿泊施設、交通アクセス等にっいてワンストップ
で案内できる機能をもった総合観光案内所を設置し、訪問客の利便性の向上を図る。

(1)デジタルプロモーションの促進

【観光・MICE戦略における方針】
旅行形態が団体旅行から個人旅行へと変化している中、デジタルプロモーシヨンを

促進することで、受け手ごとに応じた、タイミングやメディアツール、ニーズに即し
た情報を発信し、プロモーション効果の最大化を図る。

【これまでの主な取組み】
(再掲)DM0において、長崎市公式観光サイト「あっ!とながさき」及び、Facebook

旧・英)を活用して国内外への情報発信を行っている。

【これからの主な取組み】
令和3年度にDM0において、「観光のDX化」に対応できるワンストップの仕組

みと情報収集・発信の基盤を整備し、 SNSを含むデジタルプロモーシヨンを強化す
るとと.もに、効果的なプロモーションの仕組みづくりとCRM (顧客情報管理)によ
るマーケティングの確立を組織強化も含め検討・推進していく。

ア訪問客
従来のようにVV巨Bサイトから情報を探すだけでなく、自身の趣味晴好にあった

情報を受け取ることができる。また、商品の検索、予約、'決済までをーつのサイト
で完結する。

イ DMO

観光情報の一元管理により、、最新情報をスピーディーに発信するごとができる。
訪問客(ユーザーデータ・実際に訪れた人)から収集したデータを分析・活用し

て戦略的なプロモ・」ションを行うことができる。

ウ事業者
DM0とマーケティングデータの分析結果をタイムリーに共有でき、・また、自ら

情報を掲載・発信することができる。

.

'

'

'
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訪問客向けWEBサイト:新規築イメージ

包光寿材
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観光情報
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「スタι情報自鳶配信

SNS連動

^

パーソナ号イズ桟艶

(2)旅マエ・旅ナカ・旅アトの情報発信

【観光・ M I CE戦略における方針】
旅マエ(旅行前のシーン)、旅ナカ(旅行中のシーン)、旅アト(旅行後のシーン)

と、シーンごとにプロモーションをすべき業種、タイミング、そして適切な広告等の
配信先を見極めながら効果的な情報発信を実施する。

旅ナカにおいては、訪問客が求める観光情報やコンテンツを円滑に提供できるよう、
ワンストップで案内できる機能を持った新たな総合観光案内所を長崎駅に設置し、
問客の利便性と満足度向上を図る。

【これまでの主な取組み】
(再掲) DM0において、長崎市公式観光サイト「あっ!とながさき」及びFacebook

旧・英)を活用して国内外への情報発信を行っている。

【これからの主な取組み】
(再掲)令和4年度のDM0本格稼働に向けて、 DX (デジタルトランスフォーメ

ーション)の推進と、 SNSやA 1チャットボット等 I CTを活用し、ワンストップ
で情報収集・発信ができる仕組みを構築する。それにより、 DM0において、戦略的
かつ効果的な誘致・プロモーション展開と、旅マエ・旅ナカ・旅アトにおけるタイム
リーな情報発信が可能となることで、更なる誘客のための発信強化と、訪問客の満足
度向上、消費拡大を図る。

また、 A 1機能の搭載やユーザーデータを分析・活用することで、デジタルマーケ
ティングを強化し、訪問客の満足度向上と効果的な情報発信を促進していく
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(3)多様な関係者と連携した誘客プロモーション

【観光・ M I CE戦略における方針】
観光・M ICEに関わる各ステークホルダーが、各々にプロモーションを実施する

のではなく、データの収集分析により策定した戦略に基づき、 DM0を中心としたー
元的なプロモーションを実施することで誘客効果の最大化を図る。

また、 M ICEにおいては、出島メッセ長崎の施設運営者である(株)ながさきM
ICE、 DM0及び市が主体となり、誘致ターゲットやセールス情報について情報共
有し、,役割分担を明確にして、大学や経済界、長崎県、長崎県観光連盟など関係団体
と連携しながら誘致を推進する。

【これまでの主な取組み】
(再掲)DM0において、長崎市公式観光サイト「あっ!とながさき」及び、Faoebook

旧・英)を活用して国内外への情報発信を行っている。

【これからの主な取組み1
(再掲)令和4年度のDM0本格稼働に向けて、 DX (デジタルトランスフォーメ

ーション)の推進と、 SNSやA 1チャットボツトなど I CTを活用L、ワンストツ
プで情報収集・発信ができる仕組みを構築する。それにより、 DM0において、戦略
的かつ効果的な誘致・プロモーシヨン展開と、旅マエ・旅ナカ・旅アトにおけるタイ
ムリーな情報発信が可能となることで、更なる誘客のための発信強化と、訪問客の満
足度向.上、消費拡大を図る。

また、 A 1機能の搭載やユーザーデータを分析・活用することで、デジタルマーケ
ティングを強化し、訪問客の満足度向上と効果的な情報発信を促進していく。

(4)日本政府観光局(JNTO)・九州観光推進機構・県等と連携した広域プロ,モーシヨン

【観光・ M I CE戦略における方針】
インバウンドについては、対象市場や保有コンテンツを勘案し、 JNT0や九州観

光推進機構のほか長崎県や関係する自治体、長崎県観光連盟や交通機関などの民間事
業者と連携した、効果的な広域プロモーションを実施する。

【これまでの主な取組み】
関係機関(゛NTO、・九州観光推進機構等)と連携し、 SNS等を活用した情報発

信や観光展への出展を実施してきた。

【これからの主な取組み】

ア JNT0との連携
(ア)体験型観光コンテンツのプロモーション

J NT0が運用する体験型観光コンテンツ紹介サイト「Experienoes in゛apa田
に、'2つの世界遺産、出島、料亭文化、まつ.り(長崎くんち)、平和、アートア
クティビティ(伊王島 ISLAND .LUMINA)の7 つのコンテンツを掲載している。
これらに加え、令和3年度に造成した新たなコンテンツについて、世界に誇れ
る素材として掲載してもらえるよう、'磨き上げを行っていく。

(イ) UNT0を通じた地域観光情報発信
訪日旅行を検討する海外の旅行者に対して、JNT0のSNS等を活用した

情報発信は訴求力が高いことから、季節を感じる体験型コンテンツを中心に、
定期的な募集に沿って応募・提出していく。

'
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(ウ)地域コンサルティング

長崎の地域特性とコロナの収束状況等を踏まえ、JNT0からの助言をもら
いながら、ターゲットを見極めていく。

(エ) M ICEにおける情報発信

「出島メッセ長崎」の開業に伴い、 DMO、行政、施設管理者と連携し国際
会議の誘致に注力しており、令和元年度は観光庁の「コンベンションビューロ
一機能高度化事業」の支援を受け、 JNT0とも連携しながら、国際会議誘致
のM ICEブランド構築、スキルアップに取り組んできた。また、令和2年度
には、国際会議開催都市(16都市)のーつとして、英語版のパンフレ.ツトを作
成いただいている。昨年度から官民連携してユニークベニュー・魅力的なプレ・
ポストプログラムの充実を図っており、 UNT0のサイトでも紹介いただける
素材について、引き続き掲載をお願いしていく。

イ九州観光推進機構・長崎県観光連盟との連携・役割分担
滞在期間が長く、より広域に移動する欧州・豪州の誘致・プロモーションにっ

いては、広域連携DM0である九州観光推進機構及び長崎県観光連盟等と連携し、
ターゲットに訴求する効果的なプロモーションを実施する。
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(5)観光・ M ICE関連産業の活性化【基本方針D】

D-1

「長崎市版DMO」の一層の確立を図り、観光まちづくりの舵取り役として、域内マネジメ
ントを行いながら、地域の稼ぐ力を引き出す。また、観光まちづくりを推進し、都市の魅力を
高めていくために必要な新たな財政需要に適切に対応するため、持続的な財源となり得る宿泊
税の導入の検討を進める。

DM0を中心とした観光まちづくりの推進体制の充実を図る。

)多様な関係者の観光まちづくりへの参画と合意形成の促進

【観光・ M I CE戦略における方針】
長崎商工会議所や長崎経済伺友会などの経済団体、各事業者団体や長崎都市経営戦

略会議、長崎青年協会や長崎青年会議所及び長崎大学などの組織と連携して、観光関
連事業者だけでなく、市民やまちづくり団体、水産、農林事業者等の多様な関係者の
参画を促し、合意形成を図りながらそれらの業務支援を行い、長崎市の地域が一体と
なった観光地域づくりを推進する。

【これまでの主な取組み1

年度

H29

内容

●オール長,での側0の形成に向け、演会や見交換会、分科会を開催した。

●見集約を得て、 2月に「長市版叫0キックオフフォーラム」を開催し、3

月に日本版に登録された。

●マーケティングデータ等の分析結果の共有・活用、課題の解決を図るため、マ

ーケティング委員会、マーケティングラボ、ワーキンググループを開催した。

●マーケティングラボ(叫0のプロジェクトについての報告会)を開催予定であ

つたが、直前で、コロナの影響により中止。

●マーケティングラボ(r出島ワーフde朝活」プロジェクトの成果と)を開

催し、プロジェクトの参画事業者とパネルディスカッション形式で実施した。

●令和3年度から令和7年度を計画期問とする「長崎市DM0事業計画」を策定し

^0

H30

R元

R2

令和2年度マーケティングラボ

凡J"

ー^

^
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長崎市DM0事業計画
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これからの主な取組み】
ア DM0において、多様な関係者が提供するモノやサービスの高付加価値化を図り、

地域全体の活性化をめざし、交流・合意形成の場となる(仮称) DM0ネットワ
クを観光地域づくりの地域プラットフォームとして構築する。

(伊D 長崎の食をテーマとしたネットワークワーキング
修学旅行の充実をテーマとしたワーキングなど

市民、生産者

市内の闡連事者

関係概関

商工会議所など

^^^^

゛マーケ〒イングの力で、
'地域づランドを椛羅L、、
'宴者損供するモノ・、

サービスの付加の

拡大や量適化を支擾

対価・満足度'、

参加

イ

(2) PDCAサイクルの確立

【観光・ M ICE戦略における方針】
DM0においては、「長崎市観光・M ICE戦略」に基づく具体的な事業計画である

「長崎市版DM0事業計画」を策定し、各種事業の進行管理の徹底を図る。また、
ータ収集・分析などに基づいた事業計画のもと、PDCAサイクルによる業務評価等
を行う。

これまでの主な取組み】
「長崎市観光振興計画2020」に基づき、「観光消費額」や「観光客数」等の振返り

を実施し、長崎市の観光施策の効果を検証した

これからの主な取組み】

DM0が収集・分析する様々なデータを用い、長崎市の観光に関する最新状況をデ
ータとコラムで解説・共有することで、 DM0としての多様な関係者の巻き込みと市
域全体のマネジメント機能の強化を図る。

令和4年秋の宿泊税導入を目指し、関係機関及ぴ団体等と協議・検討を進める。

仮称 DM0ネットワーク
多様な分野の民間企案や団休などが参画

宿泊 交通 土産糎光施設

モノ・サ^ス提供

訪問客

主催者

飲食

農案 水

IT

商工

市民

敏

NP0等

研究

)持続的な財源確保のための宿泊税の導入検討

観光・ M ICE戦略における方針】
「訪問客への還元」という基本方針に基づき、宿泊税を導入して効果的な施策に活

用することにより、宿泊客の増加、宿泊税の増収、新たなサービスの提供という好循
環を生み出し、都市の魅力を高めていくうえで必要な新たな財政需要に適切に対応す
る

峡市

^^

゛
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【これまでの主な取組み】
令和元年度から令和2年度かけて、長崎市宿泊税検討委員会を設置し、有識者による

検討を行った結果、「使途」、「課税要件」、「導入までの取り組み」、「基金」の4項目に
つぃての提言を踏まえたうぇで、「宿泊税を長崎市において導入することは適当である」
とする報告書が提出された。

<使途>

塵言巨]宿泊税の使途となる観光振興施策にっいては、「宿泊税の導入に係る基本的
な考え方」を踏まえ、次の点に十分留意しつつ、方向性や優先順位を明確にした
うぇで取り組む必要がある。

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

①宿泊税は、'「訪問客への還元」という方針に基づき、現在、策定に向けた議論が
進んでいる(仮称)長崎市観光・M ICE戦略等(※)との整合を図るとともに、
観光動向や経済状況等の変化に対応しながら、訪問客の再訪を促すような効果的な
施策に充当するこ、と。(※当時)

②基本的に、新規及ぴ既存事業の拡充を中心に充当することとし、既存事業の財
源の振替となる二とのないようにする二と。

③納税者や関係事業者、市民等に対して使途の内容に関するわかりゃすい説明、
情報発信をしづかり行っていくこと及,び宿泊税の効果の検証を確実に実施するこ
と。

L

<課税要件>

腰言1司課税要件にっいては、本委員会で示された案にっいて、.各項目の要件、考
え方ともに一定の妥当性はあると判断されるが、これまでに各委員から出され
た意見や長崎市の観光を取り巻く状況、関係事業者の意見等も踏まえ、内容を
更に精査したうえで決定することを求める。

、
0

<導入までの取り組み>

腰責1司関係事業者への意見聴取などを十分に行うとともに、納税者となる宿泊者
への周知広報に努めるなど、導入への理解を得る努力を続け、長崎市の観光を
取り巻く状況を把握したうぇで、導入時期も含め、導入についての決定及ぴ制
度構築を行うことを求める。

<基金>
匪言三刃コロナ禍のような不測の事態や、緊急的な実施が長崎市の観光にとって有

効であると判断される事業の実施等に対応する財源として宿泊税の一部を活用
するための手法として、基金の設置についても前向きに検討されたい。

ノ

【これからの主な取組み】
令和4年秋の宿泊税導入を目指し、関係機関及び団体等と意見交換等を行いながら

準備を進める。

,

フフ
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D-2 民間事業者の稼ぐ力を向上させる。

観光・M ICE関連産業の多様な関係者の人材育咸を行うとともに、顧客二ーズに即したモ
ノやサービスの高品質化に取り組み、観光・M ICE産業の持続的成長を支える民間事業者の
「稼ぐ力」を引き出す。さらに、訪問客のターゲットと提供するコンテン.ツに応じた、最適な

流通形態を確立し、地域が稼ぐ仕組みづくりを進める。

(1)観光・M ICE関連産業の持続的成長を支える担い手づくり

【観光・ M ICE戦略における方針】
DM0において、有償ガイドを育成する仕組みづくりを推進することにより、個人観

光客やM ICE参加者の多様な二ーズに対応し、満足度の向上とりピーターの増加を図
る。

また、長崎の地域活性化に資する・ことを目的に設立された「長崎M ICE事業者ネッ
トワーク」1こ参画する事業者の充実を図り、M ICE関連産業の持続的な成長を支える。

【これまでの主な取組み】
ア有償ガイドの育成

(再掲)既存のまちあるきガイド団体や20代~30代を中心とした団体などと連
携し、有償ガイド育成プ.ログラムの策定や、モニターツァーのフィードバックによ
る課題を抽出した上でのスキルアッププログラムを策定した。また、ロコミサイト
(TripAdviser)に高評価を数多く集め拡散効果を高めるとともに、 O TA (オンラ

イントラベルエージェント)で売れるような仕組みづくりを行.つた。
・実施期問令和2年11月12日~令和3年3月23日
・セミナー参加者 16名

・新たにインバウンド向けガイドとして育成した数 7名
・国内在住の外国人モニター参加者数 41名
・ロコミサイトへの投稿数 163件

イ長崎M ICE事業者ネットワーク

152 (令和3年3月現在)の地元企業・団体が会員となっている長崎M I CE事
業者ネットワークにおいては、業種の枠を越えて連携し、 M ICE業務の受注拡大
を図り、地域の稼ぐ仕組みづくりの構築を目指し、取り組んでいる。

【これからの主な取組み】
ア(再掲)ポストコロナを見据え、ガイド機会の提供ができる仕組みの構築と、ガ

イド育成のための研修会等を開催することで、コロナ禍におけるガイドのモチベー
ションの維持と、訪問客の満足度向上を図る。

イ「長崎M ICE事業者ネットワーク」が中心となり、主催者の二'ズに即した
モノやサービスを提供し、出島メッセ長崎等で開催される催事におけるM ICE
業務の地元受注の拡大を図る。

(2)観光・M ICEサービスの質の向上と高付加価値化
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【観光・ M ICE戦略における方金打
DM0において、サービスに関する満足度調査を定期的に実施するとともに、PD

CAサイクルに基づく事業評価と見直しを委員会などで行い、併せてサービス提供者
へのフィードバックを行うことで、サービスの質の向上に繋がる仕組みを構築する。



また、地元事業者においては、国際会議などの主催者の二ーズにも対応できるサー
ビスの高付加価値化やビジネススキルの向上を図る。

【これまでの主な取組み】

(再掲)152 (令和3年3月現在)の地元企業・団体が会員となっている長崎M I
CE事業者ネットワークにおいては、業種の枠を越えて連携し、 M ICE業務の受注
拡大を図りL 地域の稼ぐ仕組みづくりを目指し、取り組んでいる。

【これからの主な取組み】
「長崎市版DM0事業計画」に基づき、各種事業の進行管理の徹底を図る。また、

データ収集・分析などに基づいた事業計画のもと、PDCAサイクルによる事業価等
を行うとともにその結果を事業者へフィードバックすることで、サービスの局品質化
を図る。

(3) M I CE需要の地元受注促進

【観光' M I CE戦略における方針】
「長崎M ICE事業者ネットワーク」が中心となり、業種の枠を越えて地元の民間

事業者が連携し、 M ICE業務の受注拡大を図る。

【.これまでの主な取組み】
長崎M ICEスクール
株式会社6、くおかフィナンシャルグループ(FFG)主催で、市やDM0などが

連.携し、令和元年11月に「長崎M I CEスクール」を開講した。 M I CEビジネ
スをキーワードに、地元企業が「稼ぐ力」を身にっけ、「交流の産業化」を推進する
ことで、地域経済の活性化を促すことを目的に取り組んでおり、 M IOEビジネス
の地元受注拡大を図っていく。

期間:令和元年11月~令和3年7月
参加事業者数:70事業者(令和3年5月現在)

【これからの主な取組み】
(再掲)「長崎M ICE事業者ネットワーク」が中心となり、主催者の二ーズに即

したモノやサービスを提供し、出島メッセ長崎等で開催される催事におけるM IC
E業務の地元受注の拡大を図る。

(4)域内調達率の向上

皐

゛'

.

【観光・ M I CE戦略における方針】
訪問客へのサービス提供にあたり、観光・M ICE関連事業者が中心となって、地

元の水産農林業等の事業者と連携を強化し、地元の食材等の積極的な購入を促進する
ことで、域内調達率を向上させ、,地域経済の活性化に取り組む。

【これまでの主な取組み】
(再掲)152(令和3年3月現在)の地元企業・団体が会員となっている長崎M I C

E事業者ネットワークにおいては、業種の枠を越えて連携し、 M ICE業務の受注拡
大を図り、地域の稼ぐ仕組みづくりの構築を目指し、取り組んでいる。

【これからの主な取組み】
(再掲)「長崎M I CE事業者ネットワーク」が中心となり、主催者の二ーズに即し

たモノやサービスを提供し、出島メッセ長崎等で開催される催事におけるM ICE業
務の地元受注の拡大を図る。

79
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D-3

M ICE開催効果をまち全体に波及させるため、、M ICE参加者や同伴者の回遊を促進し、
滞在時間と消費の拡大につなげるとともに、M ICE開催をまち全体で歓迎し、おもてなし機
運を醸成する「まちM ICEプロジェクト」に取り組む。

まちM ICEプロジェクトを推進する。

(1)歴史的建造物などのユニークベニューでの活用促進

【観光・ M I CE戦略における方針】
訪問客の滞在時間の拡大と満足度の向上に向けて、長崎らしさを感じられる歴史的

建造物などユニークべごユーとして利用可能な施設を拡充し、活用を図る。

【これまでの主な取組み】

令和2年度、DM0において、ユニークベニニーの活用可能性について調査及ぴ課
題の抽出を行い、活用可能な施設を紹介するガイドブック・WEBサイト(18施設)を
作成した。

また、長崎M ICEスクールのフィールドワークとして、ユニークベニューの実証
実験を孔子廟において行った。

日時 令和2年11月13日(金)ア

場所 孔子廟(大成殿前広場)イ

ウ参加者約50名
工概要長崎らしい飲食、花の提供

変面ショー、二胡演奏などのアトラクションの実施
新型コロナウイルス感染症対策の徹底

【これからの主な取組み】
令和2年度に整備したガイドブックを活用し主催者への提案を行い、ユニークベニ

ユーでの懇親会等の本格実施を開始するとともに、新たに活用できる場所の拡充を図
る。
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(2) M I CE参加者向けアクティビティの充実

【観光.・.M I C E戦略における方針】
M ICE参加者又は同伴者が、 M ICE開催前後又は合間に気軽に参加でき、楽し

むことができる周遊・滞在プログラムの充実を図る。

【これまでの主な取組み】
ア体験プログラムの造成

周遊・滞在を促すための体験プログラムを約30商品造成し、それらを紹介する
ガイドブック・ WEBサイトを作成した。

イ飲食店情報システムの構築
M ICE参加者向けに市内の飲食店など59 店舗で携帯端末の画面やM ICE主

催者が出力したチラシの提示により、様々な特典を受けられる飲食店舗情報システ
ムを構築した。



【これからの主な取組み】
ア体験プログラムの造成

令和3年度は、造成した商品の磨き上げと新規コンテンツの造成により、滞在満
足度向上と消費拡大を図る。

イ飲食店情報システムの構築
令和3年度は長崎商工会議所と連携し、登録情報・店舗の更新等を行い、主催者

に情報提供し、消費拡大につな.げていく。

(3)まち全体のおもてなしの機運醸成

【観光・ M I CE戦略における方金り
M ICEや市民公開講座等のサイドイベントの情報を市民に提供し、M ICEへの

参加やボランティア、通訳等として参画ができる仕組みづくりを行い、まち全体でM
ICE開催を歓迎する機運を醸成する。

【これまでの主な取組み】
DM0が中心となり、長崎M ICE事業者ネツトワーク、商店街等と長崎市が連携

し、協働で出島メッセ長崎開業2年前イベント(令和元年度)及び開業1年前イベン
ト(令和2年度)を開催し、出島メッセ長崎にっいての認知度と理解度を高めるとと
もに、地元事業者の参画意識の向上を図ってきた。

【これからの主な取組み】
ア FFG主催の開業イベントとの連携

FFG主催で開催予定の出島メッセ長崎こけら落としイベントと連携し、市域全
体を巻き込む仕掛けづくりを行い、市域全体での開業機運を醸成する。

イ学生ボランティアの人材育成及ぴ仕組みづくり
(株)ながさきM I CE及び長崎大学(経済学部)と連携し、 M I CEの意義'

効果、'M ICEに関連した業務等どの基礎知識を学ぶことで、新たなM ICE人材
の育咸と、ボランティア等の参画促進に繋げる取組みを開始した。
学生ならではの視点で展開できるイベントの企画や実践等を通して、学生の将来

の活躍の場にっなげることを目的としており、「出島メッセ長崎こけら落としイ、ベ
ント」の一環として、実際に学生が企画したイベントを実施運営する予定である。

令和3年4月~12月(予定)(ア)期間
(イ)対象学生長崎大学経済学部赤石孝次教授ゼミ生(2年生、3年生)

"'

゛

81



'

、、

一

重要文化財建造物の保存整備

1 旧長崎英国領事館の保存修理・耐震対策を含めた保存整備
(1)概要

明治41年の建設以来、大規模な修理等がなされておらず、地盤沈下や建物の
傾斜、外壁の劣化等が進行している旧長崎英国領事館について、全体にわたる本
格的な保存修理及ぴ耐震補強工事を実施するとともに、公開活用に必要な防災施
設等を整備する。
<建物概要>

煉瓦造2階建桟瓦一部銅板葺建築面積464.70市本 館

煉瓦造平屋建桟瓦一部鉄板葺建築面積109.4rr;附属 屋

職員住宅煉瓦造・木造2階建桟瓦一部鉄板葺建築面積219.70市

(2)事業概要
ア保存修理、耐震補強工事

事業期問:平成27年度~令和7年度
本 小屋組内鉄骨等補強、屋根復旧、外壁補修

木造躯体復旧、外壁補修附属

職員住宅:復旧(屋根、塗装、建具)、素屋根解体
全体事業費.3,.911,000 千円(継続費)

イ保存活用計画策定
事業期間:令和元年度~令和2年度
全体事業費:9,386 干円

ウ防災・活用施設整備
事業期間:令和3年度~令和7年度
令和3年度事業費:29,100千円(実施設計のみ)

(3)これまでの主な取組み
ア保存修理、耐震補強工事

400,000 千円

450,000.千円

400,000 千円

400,000 干円
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H27年度

H28年度

H29年度

設計監理業務委託業務、保存修理工事を発注し契
約

H30年度

素屋根設置工事、本館・附属屋内装"剥本、職員住
宅(煉瓦棟)内装解体、地盤改良杭施工ほか

R元年度

本館・附属棟内部の地盤改良工事、揚前(揚屋)
工事に伴う土工事、本館外部解体格納ほか

R2年度

本館・附属棟の基礎補強工事、揚前(揚屋)工事、
職員住宅(煉瓦棟)解体格納工事ほか

イ

3,479 千円

本館、附属屋地下部分の免震ピット、免震装置設
置工事、職員住宅煉瓦棟の耐震補強など

R元年度
保存活用計画策定

本館、附属屋地下部分の免震ピット、免震装置設
置工事L 本館、附属屋、職員住宅煉瓦棟の耐震補
強など

R2年度

計画の概要、保存管理計画、部分部位の設定表及
び写真帳、委員会開催
環境保全計画、防災計画、活用計画、保護に係る
諸手続。委員会開催

5,907 千円

150,000 千円

500,000 千円



4)これからの主な取組み
ア保存修理、耐震補強工事
R3年度本館:小屋組内鉄骨補強、屋根復旧、外壁補修

附属屋:木造躯体復旧、外壁補修
職員住宅:(屋根、塗装、建具)復旧、素屋根
解体

R4~R7 本館、附属屋:各種補修・復旧
(予定)職員住宅:木造棟復旧、各種補修・復旧

塀復旧等の外構工事

イ活用工事
旧長崎英国領事館活用の基本方針
・重要文化財としての価値や歴史に関する情報を発信
・領事の仕事や生活に関する情報を発信
・芸術の発信、人々の交流拠点
(ア)本館
1階英国領事館の価値や歴史に関する情報を発信
2階野口彌太郎に関する展示(絵画、資料、アトリエ展示等)

(イ)附属屋及ぴオープンテラス
英国の雰囲気を体感でき、飲食を提供することも可能な交流・憩いの場

して活用
(ウ)職員住宅
ミュージアムショップ、貸室等として多目的に活用

(エ)その他
エレベータ、屋外便所等の設置

ウ防災工事
防犯設備(監視カメラ・各種センサー)及び消火設備(屋内消火栓)等を
整備

【参考】旧長崎英国領事館 嫌住宅之陪)

平面図

400,000 千円

1,211,000 千円

凡例

[ニコ.本館

[Σヨ:附属屋及びオープンテラス

Eコ:職員住宅

本叔2儲)

Ea

※別添:スケジュール表
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2 旧グラバー住宅の保存修理・耐震対策工事
(1)概要

世界遺産に登録された「明治日本の産業革命遺産製鉄・製鋼、造船、石
炭産業」の構成資産である国指定重要文化財旧グラバー住宅にっいて、適切
な保存を図り、施設利用者の安全を確保するため、耐震補強を含む保存修理
工事を実施する。
<建物概要>

屋木造平屋建桟瓦葺建築面積510.8主

属屋木造平屋建桟瓦葺建築面積129.2附

(2)事業概要

①保存修理、耐震補強工事(事業期間.平成30年度~令和3年度)
屋根瓦の葺き替えア

外部:漆喰壁の改修、柱・建具枠の塗装改修イ

くントリー(主屋、附属屋の接続部分)のガラス屋根の改修ウ

工内部:床板・'天井紙・漆喰壁の改修、建具の塗装改修
敷地内雨水排水側溝、溜桝の改修等
煉瓦煙突の補強
ベラ・ンダ廻りの柱と梁の接合部金物補強
ベランダ外側の柱脚補強
温室部分の屋根・柱の補強

コ柱の浮き上がり防止のコンクリート基礎の設置等
全体事業費.471,600 千円(継続費)

(3)これまでの主な取組み
①保存修理、耐震補強工事

84

H30年度
R元年度

仮設工事(素屋根設置)

R2年度

屋根瓦一時取り外し保管
内外部解体工事(漆喰壁、天井紙解体等)
屋根工串(瓦製作、土居葺)、基礎・軸部・煙
突耐震補強

(4)今後の主な取組み
①保存修理、耐震補強工.事

木工事(床、野地板、土居葺き)、左官壁工事
(下地)

煙突耐震補強、小屋裏電気工事、内外装工事(塗
装、漆喰、唐紙)

R3年度

(5)旧グラバー住宅展示設計整備業務
①概要

旧グラバー住宅保存修理工亊に合わせ、旧グラバー住宅の展示内容をり
ニユーアルするにあたり、「旧グラバー住宅保存活用計画」及ぴ「旧グラバ
一住宅修復・公開活用計画」に基づき、展示の設計及び整備を行う。

②展示方針
重要文化財建造物としての価値を示す(建物の価値)ア

グラバーの偉業や暮らしぶりを示す(建物の役割)イ

学ぴの場としての活用ウ

内外装工事(床敷材、塗装、漆喰、唐紙、カー
テン)

外構工事(植栽)、素屋根解体工事

43,300 千円
197,000 千円

20,000 千円

211,300 千円

.
m
 
.
m



③これまでの主な取組み
R2年度 ①展示基本設計

ア施設内配置計画(ゾーニング)、空問構成
計画及び動線計画の作成

イ展示物、展示シナリオ、展示手法の検討
各展示アイテム検討

ウ展示構成りストの作成
工基本設計図等の作成(平面図、展開図)
オ展示エリアのイメージバース図の作成
力製作・施工の概略工程計画
キ展示維持管理費に係る概算費の算出

展示内容、演出方法、設備計画の確定
意匠図(平面図・立面図・断面図)の検討
展示種別細目の検討
実施設計図等の作成
展示設備・機器・備品等のりストの作成
維持管理費の算出、設計書の作成
整備施工工程計画の作成

R3年度 (3)展示整備
展示実施設計に基づき、展示設備・機器・備品

等の作製・調達を行い、旧グラバー住宅に設置
する。

④今後の主な取組み

3,371 千円

R3年度

^

i
゛

'

③展示整備
展示実施設計に基づき、展示設備・機器・備

品等の作製・調達を行い、旧グラバー住宅に設
置する。

22,550 千円

22,550 千円
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旧オルト住宅の保存修理・耐震対策工事
1)概要

グラバー園内にある国指定重要文化財旧オルト住宅につぃて、施設の適切
な保存を図るとともに利用者の安全を確保するため、保存修理及ぴ耐震対策
工事を行う。
<建物概要>

屋木及ぴ石造主 504.1

属屋煉瓦造附 108..1

庫煉瓦造倉 12.5

(2)これまでの主な取組み
①耐震診断事業

事業期間.令和元年度~令和2年度
41,600 千円

②耐震診断業務委託
令和元年度:構造体調査、地盤調査、報告害作成
令和2年度:構造体調査、物性調査、構造診断、構造補強案作成、構造補

強 工事費概算算定、報告書作成

一階建
一階建
一階建

(3)今後の主な取組み

令和元年度から令和2年度において実施した耐震診断の結果を踏まえ、
令和4年度から令和7年度に耐震補強工事を含めた保存修理を行う。

86

桟瓦葺
桟瓦葺
桟瓦葺

4 旧リ.ンガー住宅の耐震診断
(1)概要

グラバー園内にある国指定重要文化財旧りンガー住宅につぃて、施設の適
切な保存を図るとともに利用者の安全を確保するため、令和5年度~令和6
年度に保存修理に向けた耐震診断を行う予定としている。
<建物概要>

主屋木及び石造一階建桟瓦葺建築面積 385.orr;

(2)今後の主な取組み

令和5年度から令和7年度において耐震診断を実施し、令和8年度~令
和11年度に保存修理及び耐震対策工事を行う。

建築面積
建築面積
建築面積

。
m
 
。
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.
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旧グラバー住宅、旧りンガー住宅、旧オルト住宅工程表
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5 伝統的建造物(マリア園)の保存整備・耐震対策
(1)概要

国選定重要伝統的建造物群保存地区内の伝統的建造物であるマリア園に
ついて、民間所有者が実施する保存修理・耐震対策事業の費用の一部に対
して、国・県の補助を伴い助成を行っている。
<建物概要>明治31年(1898)建築。煉瓦造、 3階建(木造軸組み)

(2)事業の経緯
児童養護施設として活用されていたマリア園を、森トラスト株式会社が

平成29・年7月に購入し、ホテル開業を目指す。
平成30年度と令和元年度には耐震診断・耐震補強設計及び外壁修理工事
(煉瓦表面補修など)を実施した。また令和2年度には、街路に面したブロ
ツク塀の一部を、過去の写真資料に基づき煉瓦塀風の鉄筋コンクリート塀
に修景した。
※補助率

修理事業(耐震診断・耐震補強設計、外壁修理工事):対象事業費の2/3
修景事業.対象事業費の V2、上限6,000千円

(3)これまでの主な取組み
H30年度耐震診断・設計 (総事業費 38,783 千円)25,855 千円
R1年度耐震設計・外壁修理 (総事業費 56,351 千円)37,567 千円
R2年度ブロック塀修景 (総事業費 23,500 千円)6,000 千円

(4)今後の主な取組み

令和 3年度から令和 5年度にかけて保存修理・耐震補強工事を実施し、
竣工後、令和5年12月にホテルとして開業予定。
胎年度耐震補強工事 91,948 千円(総事業費 137,922、干円)

区分

耐震診断・設計

外壁修理工事

ブロック塀修

月

H30年度

耐震工事

11 3

R元年度
7

..

11

...
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一

3

R2年度

.ー

11 3

R3年度
Π

. .,.,

3

R4.年度
11 3

R5年度
7 Π 3



<位置図>

マリア園

大浦警察署

市指定史跡心田庵の保存整備及び活用
)概要

市指定史跡心田庵の劣化が著しい建物や庭園等の整備・活用方針を定めた
保存活用計画を策定し、史跡内の庭園及び建物等の整備を行う。

事業の経緯
心田庵は、平成24年1月に民間から寄贈を受け、平成25年2月に市指定

史跡となった。春と秋にそれぞれ 20日間程度一般公開を行い、それ以外の
期間は施設(和室・茶室・庭園含む)の貸出しを行っている。(令和3年度
からは検討・整備のため一時休場)

)今後の主な取組み
令和3年度において有識者から意見を聴取し、保存活用計画を策定する予

定としてぃる。令和5年度から令和6年度にかけて、保存活用計画に基づい
た史跡内の整備を行う

R6年度R5年度R4年度R3年度年度・月
3 7 117 117 11 37 11区分

保存整備委員会 ..

保存活用計画策定

建築審査会

庭園・建物等改修

.

゛
グラバー園

寺,

膨/

魯プ
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旧グラバー住宅・旧オルト住宅・旧りンガー住宅工程表
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